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2 快適、充実、六ヶ所ライフ
村が実施している各種事業を紹介

7 Style Rokkasho 3
秋戸元太郎さん

8 ろっかしょTopics
戸鎖小児童イワナ稚魚放流

10 教育
実りつつある子どもたちの努力　ほか

11 国際交流・交番だより
「グッバイ　レーニン」を鑑賞しませんか　ほか

12 医療
禁煙のすすめは「愛」です

13 健康
「コミュニティサポート・すてっぷ」の案内　ほか

14 Information　戸籍の窓
郷土館講座に参加しませんか　ほか

20 Hot Corner 9
六ヶ所ＦＣ

21 風物あれこれ  スケジュール  ほか
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内
線
３
１
４

運
営
保
守
＝
情
報
政
策
課

☎
０
１
７
５（
72
）２
１
１
１

内
線
１
５
２

■
対
象　

本
村
に
住
所
登
録
の

あ
る
、
昨
年
本
事
業
で
の
火
災

警
報
器
未
設
置
の
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
世
帯

❶
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
お
よ
び
世
帯
全
員
が
65

歳
以
上
の
世
帯

❷
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
ま

た
は
２
級
を
所
持
し
て
い
る
人

が
い
る
世
帯

❸
愛
護
手
帳
の
Ａ
を
所
持
し
て

い
る
人
が
い
る
世
帯

❹
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
１ 

級
を
所
持
し
て
い
る
人

が
い
る
世
帯

■
内
容　

一
世
帯
１
個
を
上
限

に
、
居
住
す
る
住
宅
の
寝
室
に

無
料
で
設
置

問
原
子
力
対
策
課
☎
０
１
７
５

（
72
）２
１
１
１
内
線
３
３
３

■
対
象　

各
漁
業
協
同
組
合

■
内
容　

漁
業
施
設
の
整
備
な

ど
事
業
費
の
２
分
の
１
を
助
成

問
農
林
水
産
課　

☎
０
１
７
５

（
72
）２
１
１
１
内
線
３
２
６

　
■
対
象　

村
内
の
各
種
団
体
等

■
内
容　

物
産
展
の
Ｐ
Ｒ
な
ど

の
市
場
・
販
路
開
拓
事
業
や
特

産
品
Ｐ
Ｒ 

な
ど
の
観
光
開
発

事
業
へ
の
助
成

問
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

☎
０
１
７
５（
72
）２
１
２
１

■
対
象　

堆た
い

肥ひ

舎
を
新
た
に
整

備
す
る
畜
産
農
家

■
内
容　

農
家
負
担
が
事
業
に

要
す
る
経
費
の
約
10
％
（
限
度

額
は
１
戸
当
た
り
４
５
０
０ 

万
円
）
に
な
る
よ
う
一
部
助
成

問
農
林
水
産
課　

☎
０
１
７
５

（
72
）２
１
１
１
内
線
３
２
３

■
対
象　

耕
種
農
家

■
内
容　

農
業
用
給
水
施
設
を

設
置
（
平
成
20 

年
度
＝
中
志
・

■
対
象　

農
家
（
と
う
ほ
く
天

間
農
業
協
同
組
合
員
）

■
内
容　

分
解
性
ネ
ッ
ト
10
㌃

当
た
り
導
入
費
の
３
分
の
２

（
９
２
６
１ 

円
）
を
助
成

問
農
林
水
産
課　

☎
０
１
７
５

（
72
）２
１
１
１
内
線
３
２
４

倉
内
地
区
耕
種
農
家
、
21
年
度

＝
平
沼
地
区
耕
種
農
家
）

問
農
林
水
産
課　

☎
０
１
７
５

（
72
）２
１
１
１
内
線
３
２
４

■
対
象　

新
設
（
村
民
従
業
員

15
人
を
超
え
る
）
ま
た
は
増
設

（
村
民
従
業
員
10
人
を
超
え
る
）

し
た
誘
致
企
業

＊ 

工
場
指
定
要
件
あ
り

■
内
容　

一
人
当
た
り
10
万
円

の
奨
励
金
を
交
付

問
商
工
観
光
課　

☎
０
１
７
５

（
72
）２
１
１
１
内
線
３
４
２

■
対
象　

左
記
要
件
を
満
た
す

人
を
雇
い
入
れ
る
か
、
ま
た
は

６
カ
月
間
以
上
雇
用
し
て
い
る

村
内
事
業
所
の
雇
用
保
険
適
用

事
業
主

＊
本
村
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

人
で
、国
内
の
高
校
・
短
大
・
大
学
・

大
学
院
・
専
門
学
校
な
ど
を
卒
業

ま
た
は
本
村
に
住
民
登
録
は
し
て

い
な
い
が
平
成
20
年
度
に
六
ヶ
所

高
校
を
卒
業
し
た
人

■
内
容　

一
人
に
つ
き
30
万
円

の
奨
励
金
を
交
付

問
商
工
観
光
課　

☎
０
１
７
５

（
72
）２
１
１
１
内
線
３
４
２

＜特集＞
村が実施している
各種事業を紹介

快
適
、充
実
、六
ヶ
所
ラ
イ
フ

皆
さ
ん
に
、
こ
の
六
ヶ
所
村
で
快
適
で
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
―
。
村
は
、「
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
住
み
よ
い
六
ヶ
所
村
」
を
目

標
に
各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
六
ヶ
所
村
な
ら
で
は
の
特
徴
あ
る
事
業
を
「
産
業
」、「
健
康
・
福
祉
」、「
住
環
境
」、「
教
育
・
人
材

育
成
」
の
分
野
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。
各
種
助
成
事
業
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

産
業
夢
と
活
力
の
あ
る
産
業
を
目
指
し
て

活
力
の
あ
る
漁
・
農
畜
産
・
商
工
業
は

村
に
活
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

新
た
な
可
能
性
と
夢
を
、
六
ヶ
所
村
は
応
援
し
て
い
ま
す
。

1長
い
も
分
解
性
ネ
ッ
ト

導
入
促
進
事
業
費
補
助
金

漁
業
振
興
対
策
助
成
事
業

住
環
境
よ
り
快
適
に
、
よ
り
安
全
に

心
と
暮
ら
し
を
彩
る
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
が
目
標
で
す
。

村
民
に
と
っ
て
、
快
適
で
住
み
よ
い
六
ヶ
所
村
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

2■
対
象　

尾
駮
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

北
地
区
の
戸
建
住
宅
用
地
購
入

者　

＊
購
入
日
か
ら
５
年
以
内

に
、
村
内
に
本
社
が
あ
り
村
に

住
所
登
録
の
あ
る
建
築
業
者
の

施
工
に
よ
る
住
宅
の
新
築
を
完

了
し
た
人

■
内
容　

１
㎡
当
た
り
＝
７
５

０
０
円
（
１
坪
当
た
り
＝
２
４

７
５
０
円
）。
１
５
０
万
円
を

上
限
に
助
成

問
尾
駮
北
地
区
整
備
推
進
室

☎
０
１
７
５（
72
）２
１
１
１

内
線
３
５
２
、３
５
７

■
対
象　

尾
駮
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

北
地
区
の
戸
建
住
宅
用
地
購
入
者

■
内
容　

購
入
日
か
ら
５ 

年

以
内
に
住
宅
の
新
築
を
完
了
す

る
こ
と
を
条
件
に
１
平
方
メ
ー

ト
ル
に
つ
き
３
８
０
０ 

円
（
１

坪
１
２
５
４
０
円
）
を
助
成

問
尾
駮
北
地
区
整
備
推
進
室

☎
０
１
７
５（
72
）２
１
１
１

内
線
３
５
２
、３
５
７

■
対
象　

下
水
道
お
よ
び
農
業

集
落
排
水
区
域
に
在
住
で
、
排

水
設
備
な
ど
の
工
事
を
完
了
し

た
人
（
３ 

年
以
内
の
場
合
）

■
内
容　

助
成
金
を
交
付

○
汲
み
取
り
便
所
か
ら
の
接
続

限
度
額
20
万
円

○
浄
化
槽
か
ら
の
接
続　

限
度

額 

10
万
円

問
上
下
水
道
課　

☎
０
１
７
５

（
72
）２
１
１
１
内
線
１
７
６

■
内
容　

下
水
道
へ
の
理
解
・

協
力
な
ど
を
考
え
、
通
常
は
賦

課
さ
れ
る
受
益
者
負
担
金
や
分

担
金
を
徴
収
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
上
下
水
道
課　

☎
０
１
７
５

（
72
）２
１
１
１
内
線
１
７
２

■
対
象　

集
落
排
水
区
域
以
外

に
居
住
す
る
住
民

■
内
容　

個
人
住
宅
の
浄
化
槽

設
置
者
に
補
助

（
例
）
７
人
槽
の
場
合
＝
限
度

額
は 

44 

万
１ 

千
円

問
上
下
水
道
課　

☎
０
１
７
５

（
72
）２
１
１
１
内
線
１
７
７

■
対
象　

下
水
道
お
よ
び
農
業

集
落
排
水
区
域
に
在
住
で
、
汲

み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
へ
改

造
す
る
人

■
内
容　

60
万
円
（
無
利
子
、

償
還
回
数
60
回
以
内
）
を
限
度

に
資
金
を
貸
し
付
け

問
上
下
水
道
課　

☎
０
１
７
５

（
72
）２
１
１
１
内
線
１
７
６

■
内
容　

村
の
下
水
道
の
使
用

料
（
一
般
家
庭
用 

20
㎥ 

／
月 

１
３
３
０
円
）
は
、全
国
平
均
（ 

２
８
４
０
円
）
の
半
分
ぐ
ら
い

に
設
定
さ
れ
下
水
道
が
利
用
し

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

問
上
下
水
道
課　

☎
０
１
７
５

（
72
）２
１
１
１
内
線
１
７
２

■
対
象　

村
民

■
内
容　

地
上
デ
ジ
タ
ル
お
よ

び
ア
ナ
ロ
グ
放
送
な
ど
の
再
送

信
、
高
速
大
容
量
回
線
に
よ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
環

境
の
提
供
と
設
備
の
運
営
保
守

問
整
備
＝
建
設
課

☎
０
１
７
５（
72
）２
１
１
１

尾
駮
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

北
地
区
住
宅
建
築
費
助
成
金

特集●快適、充実、六ヶ所ライフ

堆
き
ゅ
う
肥
促
進
事
業

補
助
金

農
業
用
給
水
施
設
設
置
事
業

六
ヶ
所
村
工
場
等

雇
用
奨
励
金

六
ヶ
所
村
新
規
学
校
卒
業
者

雇
用
奨
励
金

六
ヶ
所
村
ま
ち
づ
く
り
事
業

助
成
金
交
付
（
ま
ち
づ
く
り
助
成

事
業
〈
産
業
振
興
〉）

＊まちづくり協議会
村は、同協議会に事業助成金を交付。同協議会は、まちづくりの基
礎となる人材育成と産業振興を図るための事業を推進しています。

合
併
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
費
補
助
金

下
水
道
事
業
に
伴
う

受
益
者
負
担
金
等
の
未
徴
収

水
洗
便
所
改
造
資
金

貸
し
付
け

下
水
道
使
用
料
の
軽
減
化

地
域
情
報
基
盤
整
備
・

運
営
事
業

尾
駮
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

北
地
区
宅
地
購
入
助
成
金

六
ヶ
所
村
住
宅
用
火
災

警
報
器
設
置
事
業

水
洗
便
所
加
入
促
進

助
成
金
交
付

尾駮レイクタウン
北地区分譲区画
完成予想図

長いも畑
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保
険
証
が
変
わ
っ
た
人

■
内
容　

同
健
診
の
受
診
料
金

を
無
料

問
健
康
課 

☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
１
４
６

■
対
象　

本
村
に
住
所
登
録
の

あ
る
20
歳
以
上
の
人

■
内
容　

同
健
診
の
受
診
料
金

を
無
料

問
健
康
課 

☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
１
４
６

■
対
象　

本
村
に
住
所
登
録
の

あ
る
40
～
74
歳
の
国
保
加
入
者

■
内
容　

同
健
診
の
受
診
料
金

を
無
料

問
健
康
課 

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
１
４
２
・
１
４
３

■
対
象　

本
村
に
住
所
登
録
の

■
内
容　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
料
金
を
無
料

問
健
康
課 

☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
１
４
６

■
対
象　

本
村
に
住
所
登
録
の

あ
る
妊
婦

■
内
容　

妊
婦
健
診(

14
回

分)

の
費
用
の
一
部(

定
め
ら

れ
た
項
目
以
外
に
個
別
に
増
え

た
内
容
は
自
己
負
担
あ
り
）
を

助
成

問
健
康
課 

☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
１
４
８

■
対
象 

本
村
に
住
民
登
録
の

あ
る
中
学
３
年
生
ま
で
の
児
童

（
所
得
制
限
あ
り
）

■
内
容 

医
療
機
関
で
診
療
を

受
け
た
場
合
に
支
払
う
保
険
診

療
分
の
自
己
負
担
と
食
事
負
担

を
助
成
、
小
学
校
就
学
前
ま
で

は
通
院
と
入
院
、
小
学
校
１
年

■
対
象　

本
村
に
住
所
登
録
の

あ
る
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る

子
ど
も
が
い
な
い
夫
婦

■
内
容　

体
外
受
精
、
顕
微
授

精
な
ど
の
費
用
を
１
人
に
つ
き

年
２
回
ま
で
各
10
万
円
以
下
の

必
要
経
費
を
助
成

問
健
康
課
☎
０
１
７
５(

72)

２
１
１
１　

内
線
１
４
８　

■
対
象　

本
村
に
住
所
登
録
の

あ
る
１
～
12
歳
（
小
学
６
年
生

ま
で
）
の
子
ど
も

■
内
容　

予
防
接
種
額
の
う
ち

の
定
額
分
（
１
回
７
５
０
円
）

を
助
成

問
健
康
課
☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
１
４
７

■
対
象　

本
村
に
住
所
登
録
の
あ

る
原
則
と
し
て
65
歳
以
上
の
人

生
～
中
学
校
３
年
生
ま
で
は
入

院
だ
け
助
成

問
福
祉
課  

☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１
内
線
１
３
７

■
対
象　

本
村
に
住
所
登
録
の

あ
る
第
３
子
以
上
の
保
護
者

■
内
容　

出
生
時
に
５
万
円
、

１
歳
時
に
５
万
円
を
支
給
（
支

給
額
合
計
10
万
円
）

＊
村
税
お
よ
び
公
共
料
金
の
滞

納
者
と
本
村
に
出
生
届
を
提
出

し
て
い
な
い
転
入
者
に
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん

問
福
祉
課 

☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
１
３
４

■
内
容　

保
育
料
を
一
部
軽
減

＊
村
は
こ
の
軽
減
だ
け
で
な
く
、

国
基
準
の
約
３
分
の
２
か
ら
４

分
の
１
ま
で
軽
減
し
て
い
ま
す

問
福
祉
課  

☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
１
３
４

■
対
象　

本
村
に
住
所
登
録
の

あ
る
20
歳
以
上
の
人

■
内
容　

同
健
診
の
受
診
料
金

を
無
料

問
健
康
課 

☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
１
４
６

■
対
象　

本
村
に
住
所
登
録
の

あ
る
20
歳
以
上
の
人
（
検
診
種

別
に
よ
っ
て
性
別
、
年
齢
の
制

限
あ
り
）

■
内
容　

同
検
診
の
受
診
料
金

を
無
料

問
健
康
課
☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
１
４
６

■
対
象　

本
村
に
住
所
登
録
の

あ
る
20
～
39
歳
の
国
保
加
入
者

お
よ
び
国
保
以
外
保
険
の
被
扶

養
者
、
20
歳
以
上
の
生
活
保
護

受
給
世
帯
・
年
度
内
の
転
入
者
・

村
民
の
健
康
は
村
の
願
い

村
民
が
健
康
で
生
き
生
き
と
生
活
す
る
こ
と
が
村
の
願
い
で
す
。

そ
し
て
、
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
声
が
響
く

六
ヶ
所
村
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

3特
定
不
妊
治
療
費

助
成
事
業

あ
る
25
歳
以
上
64
歳
未
満
の
国

保
加
入
者

■
内
容　

受
診
料
金
の
自
己
負

担
金
１
万
円
を
超
え
る
分
を
村

が
助
成（
募
集
人
員
40
人
限
定
）

問
健
康
課 

☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
１
４
２

■
対
象　

本
村
に
住
所
登
録
の

あ
る
75
歳
以
上
の
人

■
内
容　

同
健
診
の
受
診
料
金

を
無
料

問
健
康
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
１
４
２
・
１
４
３

■
対
象　

本
村
に
住
所
登
録
の

あ
る
満
70
歳
以
上
の
人

■
内
容　

村
内
の
浴
場
の
入
浴

券
年
50
回
分
を
支
給

問
福
祉
課
☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
１
３
３

■
対
象 

調
理
が
困
難
な
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど

■
内
容 

配
食
サ
ー
ビ
ス
に
よ

る
食
事
を
提
供
（
１
食
に
つ
き

３
０
０
円
を
助
成
）

問
福
祉
課
☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
１
３
６

■
対
象 

在
宅
で
要
介
護
４
・
５

と
認
定
さ
れ
た
人
お
よ
び
重
度

身
体
障
害
者
で
寝
た
き
り
の
人

■
内
容 

紙
お
む
つ
、
尿
と
り

パ
ッ
ト
な
ど
を
月
額
５
千
円
ま

で
支
給

問
福
祉
課
☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
１
３
６

■
対
象 

在
宅
で
要
介
護
１
以
上

の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族 

■
内
容　

介
護
度
に
応
じ
て

年
１
回
支
給　
（
要
介
護
１
は

１
万
円
、
同
２
は
２
万
円
、
同

３
は
３
万
円
、同
４
は
４
万
円
、

同
５
は
５
万
円
）　

※
過
去
１
年
間
で
３
カ
月
以
上
の

入
院
お
よ
び
７
日
以
上
の
施
設
入

所
を
利
用
し
た
人
は
対
象
外

問
福
祉
課
☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
１
３
９

■
対
象　

要
介
護
認
定
で
要
介

護
１
以
上
の
人

■
内
容　

月
２
回
を
限
度
と

し
、
特
殊
車
両
で
の
医
療
機

関
や
老
人
施
設
な
ど
へ
の
送

迎
（
村
内
５
千
円
、
村
外
〈
近

隣
〉
７
千
円
、村
外
〈
近
隣
外
〉

１
万
５
千
円
を
助
成
）

問
福
祉
課
☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
１
３
６

■
対
象 

要
介
護
認
定
に
該
当

し
な
い
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯 ■
内
容　

週
２
回
で
２
時
間
を

限
度
と
し
、
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
に

よ
る
、
食
事
、
食
材
の
確
保
、

掃
除
、
洗
濯
等
の
家
事
援
助
の

提
供
（
１
回
に
つ
き
２
１
０
０

円
を
助
成
）

問
福
祉
課
☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
１
３
６

■
対
象　

60
歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
な
ど
で
閉
じ
こ
も
り
が

ち
な
人

特集●快適、充実、六ヶ所ライフ

■
対
象 

12
月
１
日
現
在
、
70

歳
以
上
の
単
身
世
帯
お
よ
び
75

歳
以
上
の
夫
婦
世
帯
で
自
宅
に

い
る
人

■
内
容 

年
１
回
５
千
円
支
給

問
福
祉
課
☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
１
３
３

■
対
象 

本
村
に
住
民
登
録
の

あ
る
人
工
透
析
患
者

■
内
容 

月
８
回
を
限
度
に
、

通
院
時
交
通
費
（
片
道
分
）
を

助
成

問
福
祉
課
☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
１
３
８

■
対
象　

本
村
に
出
生
届
を
提

出
か
つ
住
所
登
録
の
あ
る
子
ど

も
の
保
護
者

■
内
容　

月
５
千
円
を
１
歳

（
支
給
額
合
計
６
万
円
）
に
な

る
ま
で
支
給

＊
本
村
に
出
生
届
を
提
出
し
て
い
な

い
転
入
者
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

問
福
祉
課
☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
１
３
４

■
内
容　

月
４
回
を
限
度
に
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
日
常

生
活
訓
練
等
の
日
帰
り
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
（
１
回
に
つ
き

３
５
０
０
円
助
成
）

問
福
祉
課
☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
１
３
６

■
対
象 

本
村
に
20
年
以
上
住

所
登
録
の
あ
る
満
百
歳
に
達
し

た
人

■
内
容 

百
万
円
の
祝
い
金
を

支
給

※
老
人
福
祉
施
設
入
所
前
に
20

年
以
上
住
所
登
録
の
あ
る
人
も

対
象 

問
福
祉
課
☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
１
３
３

■
対
象 

70
歳
以
上
の
高
齢
者

■
内
容 

各
自
治
会
に
対

し
、
対
象
者
一
人
当
た
り
２
，

５
０
０
円
の
補
助
金
の
交
付
と

70
歳
以
上
お
よ
び
88
歳
の
人
に

記
念
品
を
配
布

問
福
祉
課
☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
１
３
３

特集●快適、充実、六ヶ所ライフ

健
康
・
福
祉

任
意
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
助
成
事
業

定
期
予
防
接
種
事
業

（
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）

妊
婦
委
託
健
康
診
査
事
業

乳
幼
児
等
医
療
費

助
成
事
業

子
宝
祝
金
事
業

保
育
料
軽
減
事
業

が
ん
検
診
（
肺
・
胃
・
大
腸
・

前
立
腺
・
子
宮
・
乳
・
卵
巣
）

基
本
健
診

腹
部
超
音
波
健
診

歯
周
疾
患
健
診

国
民
健
康
保
険
特
定
健
診

国
民
健
康
保
険
脳
ド
ッ
ク

後
期
高
齢
者
健
康
診
査

高
齢
者
無
料
入
浴
事
業

「
食
」
の
自
立
支
援
事
業

介
護
用
品
の
支
給
事
業

家
族
介
護
慰
労
事
業

在
宅
高
齢
者
年
末
見
舞
金

支
給
事
業

人
工
透
析
患
者
の

交
通
費
助
成
事
業

未
来
に
続
く
健
や
か

子
育
て
支
援
事
業

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

軽
度
生
活
援
助
事
業

生
き
が
い
活
動
支
援
通
所

事
業

百
歳
祝
金
支
給
事
業

敬
老
会
事
業

今年度
新規

今年度
新規
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問
教
育
政
策
室
☎
０
１
７
５

（
72
）
２
１
１
１
内
線
２
５
８

■
対
象　

村
内
小
・
中
学
校

■
内
容　

環
境
エ
ネ
ル
ギ
―
教

育
推
進
事
業
に
対
し
、
各
校

10
万
円
以
内
で
助
成

問
教
育
政
策
室
☎
０
１
７
５

（
72
）
２
１
１
１
内
線
２
５
８

■
対
象　

村
内
小
・
中
学
校
児

童
生
徒
の
保
護
者

■
内
容　

児
童
生
徒
の
給
食
費

の
一
部
（
１
食
当
た
り
、
小
学
生
23

円
、
中
学
生
25
円
）
を
村
で
負
担

問
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
６
７
６

■
対
象　

村
内
の
各
種
団
体
な
ど

■
内
容　

先
進
地
視
察
な
ど
の

研
修
、
環
境
美
化
な
ど
の
地
域

活
性
化
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交

流
の
た
め
の
各
種
事
業
に
対
し

助
成

問
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
２
１

■
対
象　

村
内
小
・
中
学
校

■
内
容　

学
力
向
上
施
策
と
し

て
、
プ
ラ
ズ
マ
式
電
子
情
報

ボ
ー
ド
の
設
置
を
進
め
る
な

ど
、
学
校
教
育
へ
支
援
を
行
う

問
教
育
政
策
室
☎
０
１
７
５

（
72
）
２
１
１
１
内
線
２
５
８

■
対
象　

村
か
ら
村
外
の
全
日

制
高
校
へ
通
学
す
る
生
徒

■
内
容　

生
徒
の
通
学
費
（
下

宿
代
な
ど
を
含
む
）
を
月
額
一

律
５
千
円
（
年
額
６
万
円
）
を

補
助

問
学
務
課
☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
２
５
２

■
対
象　

村
内
小
・
中
学
校

■
内
容　

人
間
性
豊
か
な
児
童

生
徒
を
は
ぐ
く
む
各
種
事
業
に

対
し
、
39
～
80
万
円
の
範
囲
で

助
成

問
学
務
課
☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
２
５
３

■
対
象　

六
ヶ
所
村
小
学
生
海

外
体
験
学
習
選
考
委
員
会
に
お

い
て
選
考
さ
れ
た
児
童

■
内
容　

参
加
負
担
３
万
円
で

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
派
遣（
７
月
）

問
学
務
課
☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
２
５
５

■
対
象　

六
ヶ
所
村
中
学
生
海

外
体
験
学
習
選
考
委
員
会
に
お

い
て
選
考
さ
れ
た
生
徒

■
内
容　

参
加
負
担
３
万
５
千

円
で
ア
メ
リ
カ
に
派
遣（
１
月
）

問
学
務
課
☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
２
５
４

■
対
象　

村
内
小
・
中
学
校

■
内
容　

小
学
４
年
以
上
、
中

学
全
学
年
が
行
う
漢
字
・
数
学
・

英
語
の
検
定
を
、
児
童
生
徒
１

人
年
１
回
ま
で
助
成

問
学
務
課
☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
２
５
３

■
対
象　

六
ヶ
所
高
校
生
徒

■
内
容　

授
業
料
の
３
分
の
２

を
補
助

問
学
務
課
☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
２
５
３

■
対
象　

六
ヶ
所
高
校
に
バ
ス

で
通
学
す
る
生
徒

■
内
容　

バ
ス
通
学
に
係
る
交

通
費
の
半
額
を
補
助

問
学
務
課
☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
２
５
３

■
対
象　

私
立
幼
稚
園
に
在
園

す
る
満
３
～
５
歳
児
の
保
護
者

■
内
容　

保
育
料
な
ど
の
一
部

を
助
成

問
学
務
課
☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
２
５
５

■
対
象　

大
学
院
、
大
学
、
短

期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専

門
学
校
、
高
等
学
校
の
生
徒

■
内
容　

奨
学
金
を
無
利
息
で

貸
し
付
け

問
学
務
課
☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
２
５
５

■
対
象　

経
済
的
理
由
に
よ
り

就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児

童
生
徒
の
保
護
者

■
内
容　

学
用
品
費
・
通
学
用

品
費
・
校
外
活
動
費
・
医
療
費

の
一
部
を
助
成
、修
学
旅
行
費
・

学
校
給
食
費
は
全
額
助
成

問
学
務
課
☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１　

内
線
２
５
５

■
対
象　

村
営
学
習
塾
に
通
う

児
童
生
徒
（
小
学
校
５
・
６
年
、

中
学
校
全
学
年
）

■
内
容　

受
講
料
無
料

問
教
育
政
策
室
☎
０
１
７
５

（
72
）
２
１
１
１
内
線
２
５
８

■
対
象　

村
内
小
・
中
学
校

■
内
容　

教
職
員
の
資
質
向
上

の
た
め
、
各
校
に
約
20
万
円
の

研
修
費
を
助
成

特集●快適、充実、六ヶ所ライフ

学
力
向
上
推
進
事
業

学
び
は
豊
か
な

人
間
性
を
は
ぐ
く
む

未
来
の
六
ヶ
所
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
勉
強
で
き
る
よ
う
に
、

村
は
個
性
あ
る
た
く
ま
し
い
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

4

教
育
・
人
材
育
成

＊まちづくり協議会
村は、同協議会に事業助成金を交付。同協議会は、まちづくりの基
礎となる人材育成と産業振興を図るための事業を推進しています。

高
校
生
通
学
費

補
助
事
業

夢
を
は
ぐ
く
む
教
育
推
進

事
業

小
学
生
海
外
体
験

学
習
事
業

中
学
生
海
外
体
験

学
習
事
業

六
ヶ
所
高
校
活
性
化

対
策
事
業

検
定
試
験
受
験
助
成
事
業

六
ヶ
所
高
校
通
学
生

交
通
費
補
助
事
業

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

補
助
事
業

奨
学
資
金
貸
与
事
業

要
保
護
お
よ
び
準
要
保
護

児
童
生
徒
就
学
援
助
事
業

村
営
学
習
塾
運
営
事
業

小
・
中
学
校
教
職
員

研
修
費
助
成

六
ヶ
所
村
ま
ち
づ
く
り
事
業

助
成
金
交
付
（
ま
ち
づ
く
り
助
成

事
業
〈
人
材
育
成
〉）

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育

推
進
事
業

学
校
教
育
費
の
一
部
負
担

今年度
新規

今年度
新規

	 StyleRokkasho
3

六 ヶ 所 人 の ス タ イ ル 通 信

　
「
家
の
設
計
図
は
頭
の
中
に
あ
る
。

昔
は
、
建
築
材
を
調
達
す
る
の
も
大

工
の
仕
事
。
山
に
木
を
切
り
に
行
っ

た
も
の
だ
よ
」

　

獅
子
頭
を
削
る
手
を
止
め
、
秋
戸

さ
ん
は
穏
や
か
に
語
る
。　

　

大
工
と
し
て
、
こ
の
道
60
年
。
ヒ

バ
の
香
り
が
漂
う
秋
戸
さ
ん
の
作
業

小
屋
に
は
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の

大
工
道
具
が
並
ぶ
。
既
成
の
物
に
混

設
計
図
は
頭
の
中
に
。
経
験
と
感
性
が
逸
品
を
生
み
出
す

秋戸元太郎 さん

●あきと・もとたろう

六ヶ所村二又在住。大工。
本業の大工以外でも、秋戸
さんの技術は定評がある。
作業小屋には、穴のあいた
靴が置いてあった。「近所の
人たちが、直して欲しいっ
て持ってきたもの。昔は時
計や草刈り機の修理もした
よ。何でも屋だね」と笑う。
現在、依頼されたヒバの文
机も製作中。ヒバの香りを楽
しめるような工夫にも、長い
経験が生きている。

じ
り
、
用
途
に
合
わ
せ
た
手
作
り
の

カ
ン
ナ
や
ノ
ミ
。
天
井
に
は
メ
モ
の

数
々
。そ
の
古
ぼ
け
た
鉛
筆
の
色
が
、

経
験
の
長
さ
を
物
語
る
。

　
「
昔
は
家
を
建
て
る
の
に
、
通
う

車
が
な
い
か
ら
、
尾
駮
で
も
住
み
込

み
。
家
一
軒
建
て
る
の
に
だ
い
た
い

２
か
月
か
か
る
。
朝
は
６
時
ご
ろ
か

ら
仕
事
し
て
、
晩
ご
は
ん
の
後
も
ま

た
仕
事
。
心
底
疲
れ
て
眠
っ
て
し
ま

う
と
、
ま
た
朝
に
な
る
」

　

そ
れ
で
も
、
こ
の
仕
事
が
好
き

だ
っ
た
か
ら
大
し
た
苦
労
じ
ゃ
な

か
っ
た
ね
、
と
秋
戸
さ
ん
は
静
か
に

ほ
ほ
笑
む
。

　

秋
戸
さ
ん
が
獅
子
頭
を
作
り
始
め

た
の
は
、
25
年
ほ
ど
前
。
大
工
仕
事

の
中
で
も
、「
削
り
」
作
業
が
得
意

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
前
か
ら
興
味

の
あ
っ
た
獅
子
頭
の
製
作
を
手
が
け

る
よ
う
に
。
そ
の
後
、
噂
を
聞
い
た

横
浜
町
の
郷
土
芸
能
団
体
か
ら
次
々

と
製
作
を
依
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

獅
子
頭
は
、
整
形
、
塗
り
、
磨
き

な
ど
14
種
類
の
工
程
を
経
て
、
３
カ

月
ほ
ど
で
完
成
す
る
。
も
ち
ろ
ん
設

計
図
は
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
を

持
つ
獅
子
頭
を
頭
の
中
で
立
体
的
に

イ
メ
ー
ジ
し
、
下
絵
を
木
に
マ
ジ
ッ

ク
で
書
く
。
そ
こ
か
ら
、
仕
上
が
り

を
想
像
し
感
覚
で
削
っ
て
い
く
。
一

番
気
を
遣
う
―
と
話
す
漆
塗
り
の
技

術
は
、
津
軽
塗
の
塗
師
の
元
へ
通
い

習
得
し
た
。

　

現
在
、郷
土
館
に
寄
贈
予
定
の「
神

楽
堂
」
を
製
作
中
。
そ
の
中
に
納
め

る
獅
子
頭
は
す
で
に
完
成
、
展
示
を

待
つ
ば
か
り
だ
。

　
「
で
き
あ
が
っ
た
獅
子
頭
を
届
け

る
と
き
が
う
れ
し
い
し
、
そ
の
舞
を

見
る
の
も
感
動
す
る
。
次
は
か
ら
く

り
人
形
を
作
っ
て
み
た
い
。き
っ
と
、

お
も
し
ろ
い
だ
ろ
う
ね
」

　

少
年
の
よ
う
に
目
を
輝
か
せ
た
。

PROFILE

一彫り一彫り、思いを込める。
朴
ぼくとつ

訥とした中に、こだわりと感性が光る六ヶ所人

郷土館が
製作を依頼した獅子頭。
製作工程を記録した DVD
と共に展示予定
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六ヶ所トピックス

アウトドア綱引大会で優勝
村綱引協会「青森山海クラブ」が快挙

　六ヶ所村綱引協会「青森山海クラブ」が 5 月 28 日、栃木県
大田原市で開かれた『全日本アウトドア綱引選手権大会』で
640kg 級で準優勝、560kg 級で優勝しました。
　当日は大雨という悪条件の中、同クラブは持ち前のパワーと
粘りで大会に臨みました。640kg 級決勝戦では、「東京佐川急便」
チームを相手に惜しくも準優勝となりましたが、560kg 級決勝
戦では「大田原消防」チームを下し４連覇という快挙を成し遂
げました。
＊同クラブはメンバーを募集しています。

健康づくり、心身の鍛練などのために。また、男女は問いません。気軽に

下記へお問い合わせください。

☎ 0175-72-3400（文化交流プラザ「スワニー」担当 : 橋本 猛）渾身の力を込めて綱を引く選手たち

「自然大切にする心養って」
戸鎖小児童がイワナ稚魚放流

　戸鎖小学校（児童数 13 人、小又淑校長）の全校児童は 5 月
25 日、戸鎖地区を流れる前川支流（通称：オロシキ沢）にイ
ワナの稚魚 3,000 匹を放流しました。
　稚魚をバケツに受け取った児童たちは、「また会おうね」な
どど話しかけながら放流。6 年生の久保瑠

る い

衣さんは「早く大き
くなってこの川に戻ってきてほしい」と期待を込めました。同
小児童はみどりの少年団としても活動しており、同小の佐藤聡
先生は「この事業を通して、森林と川とのかかわり、すべての
自然を大切にする心を養ってほしい」と話していました。
　この事業を７年前から実施している戸鎖前田水利組合の木村
盛雄組合長は「上流はもちろん、この辺りでもイワナが釣れた
と聞いている。これからもできる限り続けていきたい」と話し
ていました。

イワナの稚魚を放流する児童たち

「これからも一層の努力を」
髙田さんが　「全国人権擁護委員連合会長表彰」

　六ヶ所村人権擁護委員の髙田孝徳さんが５月 12 日、「全国
人権擁護委員連合会長表彰」を受賞しました。同日、十和田市
で開かれた「十和田人権擁護委員協議会総会」の席上、髙田さ
んに表彰状が手渡されました。
　この表彰は、髙田さんが平成 12 年に同委員になってから９
年にわたり、人権擁護と人権思想の普及高揚に貢献した功績が
認められたことによるものです。
　今年度から同委員子どもの人権担当になった高田さんは、「将
来のある子どもたちを守るのが大人の使命。これからも先輩の
意見を聞くと共に、いろんな情報を得て判断することが必要。
連携をとりながら一層の努力をしたい」と話していました。

表彰状を手にする髙田さん

「創ろう！最高の思い出」テーマに
戸鎖地区で合同大運動会

　戸鎖小学校、戸鎖へき地保育所と戸鎖地区による「合同大運
動会」が 6 月 7 日、同小の体育館で開かれました。
　同運動会には毎年、地域住民が実行委員会を組織し運営に協
力しています。今回はあいにくの雨により、運動会は体育館で
行われましたが、児童や地域住民約 200 人が趣向をこらした
29 種類のプログラムを楽しみました。
　来年度に尾駮小学校へ統合される戸鎖小にとっては、最後の
運動会。参加者はメッセージカードで戸鎖小への感謝を表現し
たり、最後は参加者みんなで校歌を合唱。参加者は「校歌を歌っ
て涙が出た」「地域みんなでの温かい運動会だったね」と感慨
深げなようすでした。

” メッセージカード ” で戸鎖小への感謝を表しました

むつ湾、太平洋の眺め楽しむ
郷土館事業「吹越烏帽子岳登山」

　郷土館主催事業の「六ヶ所村歴史散歩・吹越烏帽子岳登山」
が６月 13 日に行われ、村内外から 16 人が参加しました。
　同岳は標高 508 メートルで、登山道が約 2.5 キロメートル。
参加者は、案内人の木村豊春さんから山野草の説明を受けたり、
時折見える景色を楽しんだりしながら約２時間かけて踏破しま
した。
　山頂からは「富の沢遺跡」など村の有名な遺跡や、むつ湾・
太平洋が一望でき、参加者たちは「六ヶ所は広いね」「津軽半
島が見える」などと眺めを楽しんでいました。参加者の附田聖
子さんは「天気がよくて眺めがとてもよかった。今度は子ども
たちと一緒に登ってみたい」と笑顔で話していました。

山頂からの眺めを楽しむ参加者たち

Rokkasho Topics

テンポよく、楽しく授業を
泊小、泊中に電子情報ボード導入

　泊小学校、泊中学校の全 14 学級に 6 月 3 日、電子情報ボー
ドが導入され、見学会が行われました。
　この電子ボード導入は、２校が本年度から２年間、村教委
の「学力向上実践モデル校」に指定されたことによるもの。動
画やインターネットを表示できる電子ボードを活用することに
よって、子どもたちにとっては集中・理解度、教師にとっては
効率・掌握度などの効果につながることが期待されています。
　この日、電子ボードに表示された国語や算数などの問題に
チャレンジした児童たちは「頭に入りやすい」「楽しく勉強が
できる」などと感想を述べていました。また、　泊小の高木守
雄校長は「テンポのよい音楽や映像を授業に活用することに
よって、学習意欲を高めることができるのでは」と期待を込め
ました。（関連記事　P10 教育）

「夢と希望を持って一生懸命勉強してください」
とあいさつする古川村長
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国
際
交
流

教
育

医
療

健
康

Education

交
番
だ
よ
り

教育

　

左
の
グ
ラ
フ
は
、「
平
成

21
年
度
県
立
高
等
学
校
入
学

者
選
抜
学
力
検
査
」
に
お
け

る
本
村
の
平
均
点
を
偏
差
値

で
示
し
た
も
の
で
す
。

　

本
村
の
状
況
は
、
残
念
な

が
ら
ま
だ
県
平
均
に
届
い
て

い
ま
せ
ん
が
、
明
ら
か
に
向

上
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
要
因
と
し
て
、
村
内

各
小
・
中
学
校
で
の
指
導
が

充
実
し
て
き
て
い
る
こ
と

や
、
各
家
庭
や
村
営
学
習
塾

で
の
学
習
時
間
の
充
実
な
ど

を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

個
々
の
努
力
が
実
っ
て
き
て

い
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

  

た
だ
、
依
然
と
し
て
、
宿

　

現
在
、
村
の
児
童
生
徒
数

の
３
割
以
上
を
占
め
る
規
模

に
あ
る
泊
小
学
校
と
泊
中
学

校
を
「
学
力
向
上
実
践
モ
デ

ル
校
」
に
指
定
。
電
子
情
報

ボ
ー
ド
と
い
う
新
し
い
教
育

機
器
を
活
用
す
る
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
分

か
り
や
す
い
授
業
を
展
開

し
、
学
力
の
向
上
に
つ
な
げ

る
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま

す
。

　

今
後
の
研
究
成
果
を
検
証

し
な
が
ら
、
有
効
性
が
確
認

さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、

積
極
的
に
他
校
へ
波
及
さ
せ

て
い
く
計
画
で
す
。

　

な
お
、
モ
デ
ル
校
で
あ
る

２
校
は
、
村
内
の
先
生
た
ち

が
一
同
に
集
う
研
修
の
場
と

し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
「
学
び
続
け
る
教
師
だ
け

が
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
資

格
を
有
す
る
」
と
い
う
心
構

え
で
先
生
た
ち
も
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

題
を
や
っ
て
こ
な
い
子
ど
も

が
見
ら
れ
る
な
ど
、
課
題
を

抱
え
て
い
る
学
校
も
あ
り
、

学
習
意
欲
を
喚
起
さ
せ
る
工

夫
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
時
代
か
ら
今
日
ま
で

少
し
ず
つ
形
を
変
え
な
が
ら

続
い
て
き
て
い
る
義
務
教
育

制
度
で
す
が
、
時
代
が
変

わ
っ
て
も
一
貫
し
て
い
る
の

は
、「
学
校
は
勉
強
を
す
る

た
め
に
通
う
と
こ
ろ
だ
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
毎
日
８
時

間
以
上
を
占
め
る
学
校
生
活

の
中
の
、
お
よ
そ
５
時
間
は

授
業
時
間
で
す
。

　

将
来
に
向
け
て
必
要
な
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ぶ
場
は

授
業
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
の
毎
日
５
時
間
を
た

だ
目
標
も
な
く
過
ご
す
の
は

か
わ
い
そ
う
な
こ
と
で
あ

り
、
不
幸
な
こ
と
で
す
。

　

そ
の
こ
と
を
子
ど
も
た
ち

自
身
が
気
づ
き
、
文
武
両
道

に
向
け
て
精
一
杯
努
力
し
て

い
け
る
よ
う
に
学
校
と
家

庭
・
地
域
が
連
携
し
て
支
援

し
て
い
く
こ
と
が
喫
緊
の
課

題
で
す
。

実りつつある子どもたちの努力

さ
ら
な
る
教
育
環
境
の

充
実
を

泊小学校「電子情報ボード」
導入見学会（６月３日）

　47 都道府県の位置や県庁所在地について、クイズ形
式で次々とテンポ良く答えています。これを続けるう
ちに、白地図を見ながら指摘できるようになります。
　これからは、テレビのニュースなどに県名が出てき
たところで、すぐに位置をイメージすることでしょう。
　大人も負けそうでは？

「祇
ぎおんしょうじゃ

園精舎の鐘の声、諸
しょぎょうむじょう

行無常の響き有り…」というよう
に、小学校４年生の児童全員が平家物語の冒頭や百人一首
を朗

ろうろう

朗と暗唱しています。集中して楽しく学べば、みんな
伸びるのです。
　このような言語感覚は必ずのちのちの勉強に生きてきま
す。「人間は言語で思考」するためです。

国際交流 International Exchange

　

ド
イ
ツ
の
国
際
交
流
員
ダ

ニ
エ
ル
さ
ん
と
『
グ
ッ
バ
イ

　

レ
ー
ニ
ン
！
』 (Good Bye 

Lenin!) 

を
鑑
賞
し
ま
せ
ん

か
。
同
映
画
は
２
０
０
３
年

に
公
開
、
国
際
的
に
人
気
を

博
し
、
い
く
つ
か
の
映
画
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

■
映
画
の
内
容

　

１
９
８
９
年
、
東
ド
イ
ツ
。

ア
レ
ッ
ク
ス
は
テ
レ
ビ
修
理

店
に
勤
務
す
る
心
優
し
い
青

年
で
す
。
彼
の
父
は
10
年
前

に
家
族
を
捨
て
て
西
側
へ
亡

命
。
そ
の
反
動
で
母
ク
リ
ス

テ
ィ
ア
ー
ネ
は
必
要
以
上
に

社
会
主
義
に
執
着
し
て
い
ま

し
た
。
東
ド
イ
ツ
建
国
40
周

年
を
祝
う
式
典
が
行
わ
れ
た

夜
、
ア
レ
ッ
ク
ス
は
改
革
を

求
め
る
反
社
会
主
義
デ
モ
に

参
加
し
て
捕
ら
え
ら
れ
ま
し

た
。
そ
れ
を
目
撃
し
た
母
親

求む！君の勇気と正義感 警察官Ｂを募集します！
〈受験できる年齢を３歳引き下げました〉

交番だよりSafety Information

交
番
だ
よ
り

国
際
交
流

教
育

医
療

健
康 毎月６日は、村民交通安全の日

六ヶ所村死亡事故ゼロ 3,118 日達成！（5 月 31 日現在）

２　21 年 5 月末の村の物件事故発生状況
平成 21 年 20 年

前年比
4 月中 累計 累計

13 94 96 -2

１　平成 21 年 5 月末の村の人身事故発生状況
平成 21 年 20 年

前年比
5 月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

0 0 0 13 0 18 14 0 25 -1 0 -7

ドイツ映画「グッバイ　レーニン！」を鑑賞しませんか

は
シ
ョ
ッ
ク
で
心
臓
発
作
を

起
こ
し
、
昏
睡
状
態
に
…
。

８
カ
月
後
、
長
い
眠
り
か
ら

奇
跡
的
に
目
覚
め
た
が
、
そ

の
間
に
ベ
ル
リ
ン
の
壁
は
崩

壊
し
、
ド
イ
ツ
は
劇
的
な 

変

化
を
遂
げ
て
い
ま
し
た
。「
も

う
一
度
、
強
い
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
た
ら
命
取
り
に
な
る
」。

医
者
の
忠
告
に
、
東
ド
イ
ツ

の
崩
壊
を
知
っ
た
時
の
母
の

衝
撃
を
思
い
浮
か
べ
る
ア

レ
ッ
ク
ス
。
彼 

は
母
親
を
自

宅
に
引
き
取
り
、
東
ド
イ
ツ

の
体
制
が
ま
だ
続
い
て
い
る

フ
リ
を
装
う
の
で
す
が
…
。

■
日
時　

７
月
31
日
（
金
）

午
後
６
時
～
８
時
15
分

■
場
所　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」

問
国
際
交
流
課

☎
０
１
７
５
―
72
―
２
１
１
１

（
内
線
２
６
２
）

　

青
森
県
人
事
委
員
会
お
よ

び
青
森
県
警
察
本
部
は
、
警

察
官
Ｂ
の
採
用
試
験
を
行
い

ま
す
。

　

採
用
予
定
人
員
、
受
験
資

格
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
受
付
期
間　

８
月
10
日

（
月
）
～ 

９
月
４
日
（
金
）

■
第
一
次
試
験　

９
月
27
日

（
日
）

■
試
験
場
所　

青
森
市
、
八

戸
市
、
弘
前
市

■
試
験
種
別　

警
察
官
Ｂ

（
男
性
・
女
性
）

■
採
用
予
定
人
員　

未
定

■
受
験
資
格　

昭
和
52
年
４

す
る
人
も
同
時
に
受
験
で
き

ま
す
（
受
験
資
格
は
志
望
す

る
都
県
に
よ
っ
て
異
な
る
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
県
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。）。

　

ま
た
、
受
験
資
格
な
ど
は

変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
そ
れ
ぞ
れ

の
試
験
案
内
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

問
○
野
辺
地
警
察
署

☎
０
１
７
５
―
64
―
２
１
２
１

○
尾
駮
交
番

☎
０
１
７
５
―
72
―
２
１
１
０

○
平
沼
駐
在
所 

☎
０
１
７
５
―
75
―
２
１
１
０

月
２
日
か
ら
平
成

４
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た

人
。
た
だ
し
、
大

学
を
卒
業
し
た
人

お
よ
び
平
成
22
年

３
月
31
日
ま
で
に

大
学
卒
業
見
込
み

の
人
を
除
く

　

な
お
、
警
察
官

Ｂ(

男
性)

だ
け
、

警
視
庁
、埼
玉
県
、

千
葉
県
、
神
奈
川

県
お
よ
び
静
岡
県

の
警
察
官
を
志
望
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医療Medical

交
番
だ
よ
り

国
際
交
流

医
療

健
康

禁煙のすすめは「愛」です

千歳平診療所長・健康づくり対策室長

米田喜與志

教
育

　

心
臓
血
管
外
科
の
あ
る
青

森
県
立
中
央
病
院
に
別
れ
を

告
げ
て
帰
郷
し
、「
禁
煙
の

す
す
め
お
よ
び
受
動
喫
煙
防

止
」
に
取
り
組
ん
で
か
ら
10

年
と
３
カ
月
。
医
者
に
な
っ

て
31
年
目
の
夏
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
に
気
も
そ
ぞ
ろ
の
皆
さ

ん
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、

心
身
と
も
に
健
康
づ
く
り
に

励
む
べ
き
時
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、「
喫
煙
」
は
健
康

づ
く
り
の
最
重
要
課
題
で
あ

り
、
心
臓
血
管
病
の
最
大
の

敵
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、「
村

か
ら
た
ば
こ
の
煙
を
な
く
す

運
動
」
が
わ
た
し
の
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
で
す
。

　

現
時
点
で
は
、
そ
の
目
標

か
ら
は
遠
い
も
の
の
、
た
く

さ
ん
の
人
に
禁
煙
の
必
要
性

や
受
動
喫
煙
の
危
険
性
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ

ん
の
禁
煙
成
功
者
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
煙
た
い
存
在
で
あ

る
「
た
ば
こ
医
者
の
愛
」
が

少
し
は
皆
さ
ん
に
届
い
た
も

の
と
思
い
喜
ん
で
お
り
ま

す
。

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
、「
た

ば
こ
の
煙
が
無
い
」
と
い
う

理
想
の
状
態
に
近
づ
く
た
め

に
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
だ
対

策
を
立
て
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

何
度
頑
張
っ
て
も
禁
煙
に

失
敗
す
る
人
、
せ
っ
か
く
成

功
し
て
も
再
喫
煙
す
る
人

を
、
い
か
に
重
症
化
す
る
前

に
救
う
か
が
禁
煙
対
策
の
基

本
で
す
。

　

先
日
、
世
界
禁
煙
デ
ー

　

一
方
で
、
重
い
病
気
に

真
っ
向
か
ら
立
ち
向
か
お
う

と
す
る
恐
れ
を
知
ら
な
い
戦

士
た
ち
が
存
在
し
ま
す
。
言

い
か
え
る
な
ら
「
喫
煙
の
自

由
主
義
者
」
と
呼
べ
る
人
た

ち
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
人
た
ち
は
た
ば
こ
関

連
病
に
か
か
る
は
ず
が
無

い
、
ま
た
は
、
か
か
っ
て
も

た
い
し
た
こ
と
が
な
い
と
思

い
込
ん
で
い
ま
す
。

（
５
月
31
日
）
に
開
か
れ
た
、

「
青
森
県
タ
バ
コ
問
題
懇
談

会
」
に
出
席
し
ま
し
た
。
趣

旨
は
「
受
動
喫
煙
か
ら
県
民

を
守
る｣

で
す
。
こ
の
中
で
、

む
つ
市
の
中
央
タ
ク
シ
ー
の

代
表
取
締
役
か
ら｢

わ
が
社

の
タ
ク
シ
ー
は
全
車
禁
煙
で

す
」と
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

｢

六
ヶ
所
村
な
ん
て
ず
っ
と

前
か
ら
だ
よ｣

と
意
見
を
言

お
う
か
と
思
い
ま

し
た
が
、
残
念
な

が
ら
た
ば
こ
く
さ

い
車
に
乗
っ
た
覚

え
が
あ
る
の
で
や

め
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
禁

煙
を
勧
め
る
こ
と

は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ

ム
の
真
髄
で
あ

り
、
愛
で
あ
る
と

｣

に
つ
い
て

①
確
実
と
さ
れ
て
い
る
も
の

肺
が
ん
、
虚
血
性
心
疾
患

（
心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
）、
悪

臭
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
お
よ
び

鼻
・
目
・
咽
喉
刺
激
症
状

②
可
能
性
が
大
と
さ
れ
て
い

る
も
の

　

乳
・
副
鼻
腔
が
ん
、
脳
卒

中
、動
脈
硬
化
、ア
レ
ル
ギ
ー

性
鼻
炎
・
気
管
支
喘
息
お
よ

び
そ
の
悪
化
、Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ（
慢

性
閉
塞
性
肺
疾
患
）、
健
常

人
の
呼
吸
器
症
状
と
呼
吸
機

能
の
悪
化

２
．
最
近
の
文
献
よ
り

　

糖
尿
病
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、
抹
消
動
脈
閉

塞
症
、
化
学
物
質
過
敏
症
、
う

つ
病
、
労
働
災
害
な
ど
の
増
加

３
．
心
血
管
系
疾
患
に
関
す

る
一
般
常
識
と
し
て

　

あ
ら
ゆ
る
不
整
脈
発
作
の

誘
発
（
特
に
、
心
房
細
動
発

作
の
病
歴
の
あ
る
人
の
ア
ル

コ
ー
ル
摂
取
時
の
心
房
細
動

発
作
を
誘
発
）

　

こ
の
よ
う
に
、
具
体
的
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
受
動
喫
煙

の
悪
影
響
を
理
解
し
て
い
た

だ
け
た
も
の
と
し
て
、
今
後

の
受
動
喫
煙
に
関
す
る
具
体

的
な
防
止
対
策
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。

｢

究
極
の
受
動
喫
煙
防
止
対
策｣

❶
喫
煙
者
は

　
「
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人

の
前
で
は
、
た
ば
こ
を
吸
わ

な
い
優
し
さ
」

❷
施
設
管
理
者
は

　

｢

受
動
喫
煙
の
危
険
性
か
ら

生
命
お
よ
び
健
康
を
保
護
す

る
よ
う
配
慮
す
べ
き
安
全
配

慮
義
務
違
反
を
し
な
い
優
し

さ｣

　

す
べ
て
が
思
い
や
り
で
溢

れ
て
い
る
こ
と
に
お
気
づ
き

で
し
ょ
う
が
、
こ
の
二
つ
が
そ

ろ
わ
な
い
と
受
動
喫
煙
防
止

対
策
と
し
て
は
不
完
全
で
す
。

　

最
後
に
、
こ
の｢

究
極
の

受
動
喫
煙
防
止
対
策｣

が
功

を
奏
す
る
と
、
が
ん
や
心
臓

血
管
病
、
脳
梗
塞
な
ど
が
減

り
、
こ
れ
ら
の
専
門
医
が
減

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

結
果
的
に
、時
間
と
労
力
、

お
金
を
か
け
て
専
門
医
に
か

か
ら
な
く
て
も
、
か
か
り
つ

け
医
で
事
足
り
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
貴
重
な
時
間
や
労

力
、
そ
し
て
お
金
を
豊
か
な

人
生
の
た
め
に
使
う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
に
な
る
と
思
う

の
で
す
。

　

や
は
り
、
禁
煙
を
勧
め
る

こ
と
は
優
し
さ
で
あ
り「
愛
」

な
の
で
す
。

思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す

か
。　

　

禁
煙
を
勧
め
る
に
あ
た

り
、
能
動
喫
煙
だ
け
で
な

く
、
受
動
喫
煙
の
恐
ろ
し
さ

を
知
る
こ
と
は
大
事
な
こ
と

で
す
の
で
、
実
情
を
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

１
．
２
０
０
６
年
米
国
公
衆

衛
生
長
官
報
告
よ
り

　
「
受
動
喫
煙
で
成
人
に
起

こ
る
病
気
や
症
状
の
確
実
性

　

交
番
だ
よ
り

国
際
交
流

教
育

健
康

　

子
育
て
の
中
で
、
何
ら
か

の
助
け
が
必
要
と
思
わ
れ
る

就
学
前
の
子
ど
も
と
お
母
さ

ん
に
対
し
て
、
親
子
の
遊
び

方
や
関
わ
り
方
を
一
緒
に
楽

し
み
な
が
ら
、
養
育
の
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
個
別
の
療
育
相
談
も

受
け
ま
す
。

　

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。　
　

なつどまり親子指導施設「希望の家」
現地親子指導「コミュニティサポート・すてっぷ」のご案内

■
期
日　

７
月
24
日
（
金
）、

11
月
25
日
（
水
）

■
時
間　

10
時
～
12
時

■
会
場　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

リ
ズ
ム
体
操
、
健

康
体
操
、
親
子
遊
び
、
課
題

遊
び
、
個
別
指
導
な
ど

■
申
込
期
限　

７
月
17
日

（
金
）

■
申
込
先　

健
康
課

☎
０
１
７
５
―
72
―
２
７
９
４

健康 Health

一戸 海咲ちゃん 金濱 優姫ちゃん 坂本  琉星くん 簗田  光希くん

よい歯で

歯ッピー

今月の歯ッピーエンゼルたち
　● 5月 26 日３歳児健診

医
療

・発達につまづきを感じる　　　　　　　　
・おちつきがないような気がする　　　　　
・なんとなく会話がかみあわない　　　　　
・視線が合わないことが多い　　　　　　　
・食べ物の好き嫌いや、 洋服の好み、 遊び方などのこだ
わりが強いような気がする　　　

・おともだちと上手に遊ぶことができない　
・子どもとの関わり方が難しい　　etc　　　　そのほか、
お父さんやお母さんが日々の子育ての中で気になってい
ることがあるなども参加できます。

こんなこと、気になっていませんか？

　今 年度から乳がん
検診が毎年受診できる
ようになり、たくさん
の人に受診していただ
いています。受診人数
が増加したことにより、
健 診 時間が 長くかか
り、皆さんにはご迷惑
をおかけしています。

　７月も健診が行われます。どうぞご
利用ください。
　詳しくは健康づくりカレンダーを
ご覧ください。
■女性の20人に１人がかかる乳がん
　がんは乳腺の細胞に発生します。30
歳代から増え始め、50 歳前後でピー
クを迎えます。がんの大きさが0.5～１
㎝の大きさになると自分で触って発見
できます。
検診を受ける他に、日頃から自己チェッ
クを心がけましょう。

医
療

□まずは目でチェック

❶両手を下ろした楽な姿勢で鏡
の前に立ち、乳房の形、大きさ、
皮膚のでっぱりやくぼみ、乳頭
の形に変化がないかチェック。
❷両手で腰を強く押さえて、❶
と同様にチェック。
❸両手を頭の後ろで合わせて❶
と同様にチェック。
鏡にうつす角度を変え
て見ると効果的。

□しっかり触ってチェック

お風呂やシャワーのときに
●左乳房には右手、右乳房には左手を使う。
●３、４本の指をそろえ、指の腹でしこり
がないか調べる。
●石けんがついた手でぬれた乳房
をよく触る。
●わきの下から乳首に向かって、
渦巻きを描くように
指をすすめる。
●素手で乳房を洗う習慣をつけましょう。

横になってチェック
●調べる乳房側の肩の下に折ったタオルな
どを入れ、鈍さを平たくしてから調べる。
●調べる乳房側の腕を曲げ、手は頭の後ろ
に。
●３、４本の指をそろえ、指
の腹でしこりがないか調べる。
●わきの下から乳首に向かっ
て、渦巻きを描くように指を
すすめる。

　チェック日を決めて月に一度
定期的に実行しましょう。月経
が終わって１週間以内の、乳腺
が最も安静な頃が理想です。閉
経後は、覚えやすい日に決めま
しょう。

自己チェックの方法

●お知らせ　　7 月 25 日に予定していた「ろっかしょ健康サマーウォーク」は延期になりました。

健
康
情
報
シ
リ
ー
ズ
①

　
　
　
　
　

乳
が
ん
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～
平
成
21
年
４
月
１
日
以
降

に
製
造
・
輸
入
さ
れ
た
製
品
が

対
象
で
す
～

　
「
長
期
使
用
製
品
安
全
点
検

制
度
」
は
、
メ
ー
カ
ー
に
登
録

さ
れ
た
所
有
者
へ
点
検
時
期
を

知
ら
せ
、
点
検
を
促
す
こ
と
で

事
故
を
防
止
す
る
た
め
の
制
度

で
す
。

　

左
記
の
対
象
製
品
（
特
定
保

守
製
品
）を
購
入
し
た
場
合
は
、

メ
ー
カ
ー
に
所
有
者
登
録
を
し

ま
し
ょ
う
。

■
対
象
製
品（
特
定
保
守
製
品
）

○
ガ
ス　

・
屋
内
式
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器（
都

市
ガ
ス
用
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
用
） 

・
屋
内
式
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
付
ふ

ろ
が
ま
（
都
市
ガ
ス
用
・
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
用
） 

○
石
油

・
石
油
給
湯
機 

・
石
油
ふ
ろ
が
ま 

・
Ｆ
Ｆ
式
石
油
温
風
暖
房
機 

○
電
気

・
ビ
ル
ト
イ
ン
式
電
気
食
器
洗
機 

・
浴
室
用
電
気
乾
燥
機 

問
経
済
産
業
省
東
北
経
済
産
業

局
産
業
部
消
費
経
済
課
製
品
安
全

室　☎
０
２
２
―
２
２
１
―
４
９
１
８

経
済
産
業
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http:w
w
w
.m
eti.go.jp/

※
個
別
の
製
品
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
、
メ
ー
カ
ー
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
、「
海
軍
コ
ロ
ッ
ケ
」

を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
「
海
軍
コ
ロ
ッ
ケ
」
は
、
旧

日
本
海
軍
が
食
事
に
取
り
入
れ

て
い
た
、
い
わ
ゆ
る
「
海
軍
グ

ル
メ
」
の
一
つ
で
、
む
つ
市
大

湊
で
生
ま
れ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
「
海
軍
コ
ロ
ッ
ケ
」
を

新
た
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
『
大
湊

海
軍
コ
ロ
ッ
ケ
』
と
し
て
下
北

地
域
の
活
性
化
を
目
指
そ
う

と
、
飲
食
店
や
商
工
団
体
、
海

上
自
衛
隊
等
が
一
丸
と
な
っ
て

「『
大
湊
海
軍
コ
ロ
ッ
ケ
』
で
ま

ち
お
こ
し
大
作
戦
！
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
下
北
地
域
内
の
29

店
舗
で
35
種
類
の
「
大
湊
海
軍

コ
ロ
ッ
ケ
」
が
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ぜ
ひ
、下
北
で
生
ま
れ
た「
大

湊
海
軍
コ
ロ
ッ
ケ
」
を
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。

■
大
湊
海
軍
コ
ロ
ッ
ケ
の
特
徴

①
揚
げ
油
に
ヘ
ッ
ト
（
牛
脂
）

を
使
用
し
て
い
る
こ
と
。

（
香
ば
し
い
香
り
が
食
欲
を
そ

そ
る
！
）

②
主
材
料
と
し
て
、
下
北
地
域

に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
農
林
水

産
物
な
ど
を
使
用
し
て
い
る
こ

と
。

（
下
北
の
〝
う
ま
い
〝
を
Ｐ
Ｒ

し
て
消
費
拡
大
！
）

※
販
売
店
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
大
湊
海
軍
コ
ロ
ッ
ケ
の
販
売
日

は
、各
店
に
よ
り
異
な
り
ま
す（
毎

日
販
売
、
週
１
回
・
月
１
回
販
売

な
ど
）。
事
前
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
販
売
店
に
確
認
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

～
第
３
回
大
湊
海
軍
コ
ロ
ッ
ケ

認
定
審
査
会
の
お
知
ら
せ
～

　

ブ
ラ
ン
ド
保
護
・
消
費
者
の

信
頼
確
保
の
た
め
、
一
定
の
基

準
を
満
た
す
も
の
を
「
大
湊
海

軍
コ
ロ
ッ
ケ
」
と
し
て
認
定
す

る
た
め
「『
大
湊
海
軍
コ
ロ
ッ

ケ
』
認
定
審
査
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

■
対
象　

対
象
と
な
る
コ
ロ
ッ

ケ
の
製
造
を
行
う
事
業
者
な
ど

で
、
下
北
地
域
内
に
事
業
所
を

有
す
る
人

■
申
請
期
間　

６
月
10
日（
水
）

～
７
月
24
日
（
金
）

■
申
請
方
法　

認
定
申
請
書
を

認
定
委
員
会
事
務
局
（
地
域
支

援
室
）
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

様
式
は
下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
審
査
会　

７
月
30
日
（
木
）

　

県
む
つ
合
同
庁
舎（
む
つ
市
）

■
認
定
基
準　

①
揚
げ
油
に
ヘ
ッ
ト
（
牛
脂
）

を
使
用
（
他
の
油
と
混
合
可
、

使
用
割
合
は
自
由
。
た
だ
し
、

ヘ
ッ
ト
の
味
と
香
り
が
残
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。）

②
主
材
料
に
下
北
産
品
を
使
用

　

そ
の
ほ
か
、
主
体
性
・
独
自

性
、
信
頼
性
、
将
来
性
か
ら
審

査問
下
北
地
域
県
民
局
地
域
連
携

部　

地
域
支
援
室

☎
０
１
７
５
―
22
―
１
１
９
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w
w
w
.p
ref.aom

ori.
lg
.jp
/ke
n
se
i/se

isaku
/

kaigun_croquette.htm
l

　

老
齢
基
礎
年
金
は
65
歳
か
ら

受
給
す
る
の
が
基
本
で
す
が
、

本
人
が
希
望
す
れ
ば
60
歳
か
ら

で
も
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
受
給
す
る
年
金

額
は
、
65
歳
か
ら
受
給
す
る
年

金
額
に
比
べ
減
額
さ
れ
ま
す
。

減
額
率
は
繰
り
上
げ
請
求
を
す

る
月
に
よ
っ
て
異
な
り
、
１
カ

月
早
く
請
求
す
る
ご
と
に
0.5
％

ず
つ
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
減
額
さ
れ
た
年

金
額
は
一
生
続
き
ま
す
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

例
１
．
60
歳
０
カ
月
で
繰
り
上

げ
請
求
し
た
場
合

　

60
カ
月
（
５
年
×
12
カ
月
）

繰
り
上
げ
て
請
求
す
る
た
め
、

30
％
（
60
カ
月
×
0.5
％
）
減
額

さ
れ
ま
す
。

例
２
．
64
歳
９
カ
月
で
繰
り
上

げ
請
求
し
た
場
合

　

３
カ
月
繰
り
上
げ
請
求
す
る

た
め
、1.5
％
（
３
カ
月
×
0.5
％
）

 Rokkasho News and Information

「
大
湊
海
軍
コ
ロ
ッ
ケ
」

の
認
定
を
受
け
て
み
ま

せ
ん
か
？

長
期
使
用
製
品
安
全
点

検
制
度
が
始
ま
り
ま
し

た

「
大
湊
海
軍
コ
ロ
ッ
ケ
」

で
ま
ち
お
こ
し
大
作

戦
！

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り

上
げ
請
求
は
慎
重
に

減
額
さ
れ
ま
す
。

■
そ
の
他
の
注
意
事
項

❶
繰
り
上
げ
請
求
し
た
後
に
請

求
の
取
り
消
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

❷
寡
婦
年
金
の
受
給
権
者
が
老

齢
基
礎
年
金
を
繰
り
上
げ
請
求

す
る
と
寡
婦
年
金
の
受
給
権
は

な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
老
齢

基
礎
年
金
を
繰
り
上
げ
受
給
し

て
い
る
人
は
、
寡
婦
年
金
の
請

求
は
で
き
ま
せ
ん
。

❸
繰
り
上
げ
請
求
後
に
初
診
日

が
あ
る
場
合
や
、
障
害
の
程
度

が
重
く
な
り
障
害
基
礎
年
金
を

受
給
で
き
る
障
害
の
程
度
に
な

っ
た
と
し
て
も
、
障
害
基
礎
年

金
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

❹
65
歳
前
に
遺
族
年
金
の
受
給

権
が
発
生
し
た
場
合
、
老
齢
基

礎
年
金
と
遺
族
年
金
の
ど
ち
ら

か
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
多
く
の
場
合
は
、
遺
族
年

金
を
選
ん
だ
ほ
う
が
有
利
で
あ

る
た
め
、
65
歳
ま
で
減
額
さ
れ

た
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
停
止

と
な
り
、
支
給
停
止
が
解
除
と

な
っ
た
後
も
減
額
さ
れ
た
金
額

の
ま
ま
と
な
り
ま
す
。

❺
繰
り
上
げ
請
求
後
は
国
民
年

金
の
任
意
加
入
被
保
険
者
に
な

れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
を
考
慮
し
、
老
齢
基

礎
年
金
の
繰
り
上
げ
請
求
は
慎

重
に
考
え
て
く
だ
さ
い
。

＊
昭
和
16
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
人
を
対
象
に
し
た
内
容

で
す
。

■
目
的　

県
民
一
人
一
人
に
交

通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を

図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と

交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ

け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故

防
止
の
徹
底
を
図
る
。 

■
期
間　

７
月
21
日
（
火
）
か

ら
31
日
（
金
）
ま
で
11
日
間

■
重
点
１　

子
ど
も
と
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止

２　

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

３　

飲
酒
・
暴
走
運
転
の
根
絶

■
自
動
車
乗
車
中
の
死
者
数
と

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
状
況

◆　

平
成
20
年
中
の
青
森
県
内

の
交
通
事
故
死
者
数
62
人
の
う

ち
、
自
動
車
乗
車
中
の
死
者
は

23
人
、
う
ち
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非

着
用
者
は
13
人
（
約
57
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◆　

非
着
用
死
者
13
人
の
う
ち

７
人
（
約
54
％
）
は
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
れ
ば
助

か
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
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夏
の
交
通
安
全
県
民
運

動
の
お
知
ら
せ

　
「
第
32
回
上
北
郡
総
合
体
育

大
会
」
が
６
月
６
日
、
７
日
の

二
日
間
に
わ
た
っ
て
大
石
総
合

運
動
公
園
を
主
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
上
北
郡
内
の
７

町
村
が
参
加
、
六
ヶ
所
村
か
ら

は
、
14
種
目
に
約
２
５
０
人
の

選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様

で
軟
式
野
球
と
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
村

選
手
団
は
陸
上
競
技
の
優
勝
を

は
じ
め
、
多
く
の
種
目
に
お
い

て
好
成
績
を
挙
げ
見
事
総
合
で

準
優
勝
を
お
さ
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
陸
上
競
技
上
位
入
賞

の
選
手
は
、
７
月
12
日
（
日
）

に
八
戸
市
で
開
催
さ
れ
る
「
北

奥
羽
総
合
体
育
大
会
」
に
上
北

郡
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。〈
種
目
別
の

成
績
は
左
表
の
と
お
り
。〉

上
北
郡
総
合
体
育
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

種目 優勝 ２位 ３位
総　合 東北町 六ヶ所村 おいらせ町
陸上競技 六ケ所村 東北町 六戸町
バレー
ボール

男 六戸町 おいらせ町 東北町・七戸町
女 六戸町 東北町 野辺地町・六ヶ所村

バスケット
ボール

男 東北町 野辺地町 おいらせ町・六ヶ所村
女 おいらせ町 横浜町 東北町・六ヶ所村

ソフト
ボール

男 東北町 六ヶ所村 おいらせ町
女 東北町 七戸町

卓球
男 東北町 野辺地町 おいらせ町・六ヶ所村
女 おいらせ町 六ヶ所村 横浜町

家庭婦人バレーボール 東北町 六ヶ所村 野辺地町・六ヶ所村
サッカー おいらせ町 六ヶ所村 東北町・七戸町
バドミントン 七戸町 野辺地町 東北町・六ヶ所村
柔道 東北町 野辺地町
剣道 七戸町 野辺地町 東北町
ゲートボール 東北町 六戸町 七戸町
ボウリング 六戸町 おいらせ町 七戸町・六ヶ所村
グラウンドゴルフ おいらせ町 六戸町 七戸町

○第 32 回上北郡総合体育大会競技成績表
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放
射
線
は
工
業
、
農
業
、
医

療
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
医
療
分
野
で
は
、
が

ん
な
ど
の
検
査
や
治
療
に
対
す

る
有
効
性
が
著
し
く
向
上
し
利

用
範
囲
も
広
が
っ
て
き
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
医
療
現
場
で
は
ど

の
よ
う
に
用
い
ら
れ
、
ど
の
よ

う
に
有
効
な
の
か
、
専
門
家
を

招
き
、
管
理
や
後
始
末
も
含
め

た
最
新
情
報
を
学
び
・
考
え
る

機
会
を
企
画
し
ま
し
た
。　

ど

な
た
も
来
場
歓
迎
で
す
！

■
プ
ロ
グ
ラ
ム

○
講
演
の
部

医
療
に
お
け
る
放
射
線
の
利
用

と
防
護
・
管
理

佐
々
木
康
人
博
士
（（
社
）
日

本
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
協
会
・
常
務

理
事
）

○
質
疑
応
答
・
討
論
の
部

参
加
者
全
員

■
日
時　

７
月
11
日
（
土
）
午

前
10
時
～
12
時
、
午
後
１
時
半

～
３
時
半
（
午
前
と
午
後
は
同

じ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
）

■
場
所　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
参
加
申
し
込
み　

当
日
会
場

で
（
参
加
費
無
料
）

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
放
射
線
教
育
フ
ォ
ー
ラ

ム
青
森
支
部

☎
０
８
０
―
１
２
９
２
―
８
６
４
４

■
対
象 

４
歳
か
ら
中
学
生
ま

で
（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）  

 

■
日
時　

 
７
月
22
日
（
水
）

○
午
前
の
部
：
午
前
８
時
45
分

集
合
（
バ
ス
移
動
・
見
学
午
前

９
時
～
11
時
） 

 

○
午
後
の
部
：
12
時
45
分
集
合

（
バ
ス
移
動
・
見
学
午
後
１
時

～
３
時
） 

■
場
所　

 

航
空
自
衛
隊
三
沢

基
地
正
門
前 

 

■
内
容　

 

航
空
機
や
大
型
車

両
の
見
学
と
音
楽
隊
の
ミ
ニ
演

奏
会
や
ゲ
ー
ム
な
ど

■
定
員　

 

１
５
０
人
ず
つ
（
先

着
順
）

■
参
加
申
し
込
み
先

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地

☎
０
１
７
６
―
53
―
４
１
２
１

（
内
線
３
３
１
３
）

　

行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
国

有
林
を
訪
れ
る
人
が
多
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

国
有
林
内
で
、
安
全
で
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
た
め

に
、
左
記
に
つ
い
て
ご
留
意
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

❶
動
植
物
の
保
護
に
協
力
し
て

く
だ
さ
い
。

❷
樹
木
を
損
傷
、
林
産
物
を
窃

取
し
た
場
合
は
、
法
に
よ
り
罰

せ
ら
れ
ま
す
。

❸
保
安
林
内
で
は
、
樹
木
の
損

傷
、
下
草
の
採
取
な
ど
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

❹
歩
道
、
広
場
な
ど
の
区
域
外

へ
の
立
ち
入
り
は
控
え
て
く
だ

さ
い
。

❺
立
ち
入
り
制
限
の
表
示
が
あ

る
区
域
に
は
、
絶
対
に
立
ち
入

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

❻
休
息
な
ど
で
立
ち
止
ま
る
場

合
に
は
、
落
下
す
る
枝
が
な
い

か
、
落
石
の
危
険
が
な
い
か
な

ど
、
安
全
な
場
所
で
あ
る
こ
と

を
十
分
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

❼
登
山
は
、
自
己
責
任
が
原
則

で
す
。
天
候
や
登
山
情
報
を
確

認
し
、
十
分
な
装
備
で
、
登
山

計
画
を
家
庭
と
登
山
地
域
の
都

道
府
県
警
察
本
部
地
域
課
・
警

察
署
な
ど
に
提
出
の
上
、
入
山

し
て
く
だ
さ
い
。

❽
悪
天
候
の
と
き
は
、
入
林
を

控
え
て
く
だ
さ
い
。

❾
ご
み
の
持
ち
帰
り
に
協
力
し

て
く
だ
さ
い
。

❿
た
ば
こ
な
ど
火
の
始
末
に
協

力
し
て
く
だ
さ
い
。

問
三
八
上
北
森
林
管
理
署

☎
０
１
７
６
―
23
―
３
５
５
１

　
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪

や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
達
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非

行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

■
強
調
月
間　

７
月
を
〝
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
〟
強
調
月

間
と
し
ま
す

■
行
動
目
標

❶
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち

の
立
ち
直
り
を
支
え
よ
う

❷
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ

う
地
域
社
会
で
支
え
よ
う

❸
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地

域
社
会
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
協
力
し
よ
う

■
重
点
事
項　
「
犯
罪
や
非
行

を
し
た
人
た
ち
の
就
労
支
援
」

＊
保
護
観
察
を
受
け
て
い
る
人

に
つ
い
て
み
る
と
、
無
職
者
と

有
職
者
で
は
再
犯
率
が
大
き
く

異
な
っ
て
い
ま
す
。
犯
罪
や
非

行
を
し
た
人
た
ち
の
就
労
を
支

援
す
る
こ
と
が
、
再
犯
を
防
止

し
、
安
全
・
安
心
の
地
域
社
会

を
つ
く
る
上
で
も
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

更
生
保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

http://w
w

w.kouseihogo-net.jp/

 

上
北
地
域
県
民
局
は
、
上
北

地
域
の
道
路
や
沿
道
の
地
域
資

源
を
活
用
し
た
魅
力
的
な
地
域

づ
く
り
活
動
を
推
進
す
る
「
Ｖ

Ｉ
Ｅ
Ｗ(

ビ
ュ
ー)

上
北
推
進
事

業
」
を
立
ち
上
げ
、
昨
年
度
は

そ
の
一
環
と
し
て
「
上
北
の
街

道
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

催
す
る
な
ど
、
同
事
業
の
推
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

上
北
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
上
北
地
域
の
景
観
・
歴
史
的

建
造
物
・
食
な
ど
豊
富
な
地
域

資
源
を
発
掘
し
、
そ
れ
ら
を
効

果
的
に
活
用
し
た
一
体
感
の
あ

る
地
域
づ
く
り
を
行
う
こ
と
で

地
域
の
イ
メ
ー
ジ
・
ア
ッ
プ
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
放
射
線
教
育
フ
ォ
ー
ラ

ム
青
森
支
部
第
６
回
セ
ミ
ナ
ー

「
医
療
に
お
け
る
放
射

線
の
利
用
」
開
催
の
お

知
ら
せ

国
有
林
か
ら
の
お
願
い

夏
休
み
ち
び
っ
子
ヤ
ン

グ
大
会
参
加
者
募
集

第
59
回
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動

「
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
上
北
推
進

事
業
」
提
供
の
お
願
い

図
り
ま
す
。

　

地
域
活
動
へ
つ
な
げ
、
魅
力

的
な
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
へ
と

進
め
て
い
く
た
め
、「View

上

北
推
進
事
業
と
上
北
検
定
の
た

め
に
」
へ
の
情
報
提
供
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
情
報
提
供
の
方
法

○
調
査
票
記
入
の
上
、
郵
送
で
提
供

○
連
絡
先
へ
電
話
で
の
提
供(

聞
き
取
り)

○
連
絡
先
へ
Fax
・
電
子
メ
ー
ル
で
の

提
供

＊
調
査
票
「
～View

上
北
推
進
事

業
と
上
北
検
定
の
た
め
に
～
」
は
、

役
場
商
工
観
光
課
に
あ
り
ま
す
。

問
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

ア

ル
キ
メ
デ
ス

三
沢
市
幸
町
三
丁
目
20
―
12

☎
・
Fax
０
１
７
６
―
53
―
９
５
０
０

E-m
ail

：arch
im
e
d
e
s@

hb.tp1.jp

　
　

　５月の定例農業委員会総会は
５月 21 日、役場分庁舎３階会
議室にて開催され、下記案件が
原案通り議決・承認されました。
■議案第 15 号　農地法第３条
の規定による許可申請について
　　　　　　　2 件 10,117㎡
■議案第 16 号　競売買受適格
者の証明について
　　　　　　　1 件 12,861㎡
■議案第 17 号　農地法第４条
の規定による許可申請について
　　　　　　　1 件　  751㎡
■議案第 18 号　農地法第５条
の規定による許可申請について
　　　　　　　1 件   5,963㎡
■報告第６号　農地の転用の事
実に関する照会書について
　　　　　　　1 件　   765㎡
※総会の傍聴、会議録が縦覧できます。

問農業委員会　
☎ 0175-72-2111（内 271 ～ 273）

農業委員会だより

発注工事名 落札業者名 契約金額（税込）

平沼熊野線改良舗装付帯工事 ㈲匠和技研 4,998,000 円

陸上競技場芝張工事 ㈲十文字林業 21,105,000 円

尾駮レイクタウン北区防砂ネット設置工事 ㈲浜飯組 5,187,000 円

第二焼山団地屋根外壁等改修工事 ㈲野田建設 4,711,350 円

第二老部川団地屋根外壁等改修工事 (1 工区 ) ㈲相内塗装 5,367,600 円

第二老部川団地屋根外壁等改修工事 (2 工区 ) ㈲米田建設 5,022,150 円

地域情報基盤千歳平サブセンター局舎建築工事 ㈲諏訪内建築 16,747,500 円

南部処理区管渠第 36 号工事 ㈲佐藤工務店 13,597,500 円

新納屋３号線改良舗装工事 ㈲ワトーテック 6,730,500 円

入札結果を公表します（平成 21 年 4・5 月分）

問財政課　☎ 0175-72-2111（内線 244）

公立野辺地病院職員募集
  平成 22 年４月１日以降に採用する公立野辺地病院職員の採用試験を下記によ

り行いますので、受験を希望する人は期日までにお申し込みください。

■試験の種類　小論文・面接
■試験日　8月上旬予定（詳しくは応募者全員に文書で通知します）
■応募方法など        
○下記の書類を公立野辺地病院管理課まで、郵送または持参してください  
①自筆履歴書（上半身脱帽写真貼付 ・ 市販用紙可）　１通    
②成績証明書 ・ 卒業証明書または卒業見込証明書、健康診断書（官公立医療機
関のもの）　各１通        
■応募期限　  7 月 24 日 （金）       
■応募 ・ 問い合わせ先        
〒 039-3141 青森県上北郡野辺地町字鳴沢９－ 12     
北部上北広域事務組合　公立野辺地病院　管理課
☎ 0175-64-3211（内線 512）

職　種 採用予定人員 受験資格

看　護　師 ５人程度 資格を有する人および22年3月までに
資格取得見込みの人

診療放射線技師
1　人

マンモグラフィ撮影認
定技師または目指して
いる人

資格を有する人、または21年度の国家
試験により当該免許を取得する見込み
の人

臨床工学技士 1　人
資格を有する人、または21年度の国家
試験により当該免許を取得する見込み
の人

ガラス越しの音楽会 2009  17th

棟方真央ピアノリサイタル

■プログラム
・バッハ  
平均律クラヴィーア曲集第 2 巻よ
り第 22 番 変ロ短調 BWV891
・モーツァルト
ピアノソナタ K333 変ロ長調
・ドビュッシー　映像第 2 集
・ベートーヴェン
ピアノソナタ第 31 番 Op.110 変イ
長調
・シューマン
ノヴェレッテ Op.21 より第 8 番

問スワニー　☎ 0175-72-3400

■日時
7 月 31 日 ( 金）
18：00 ～
■場所
文化交流プラザ

「スワニー」
ホワイエ
■チケット
500 円

（当日 800 円）

 Rokkasho News and Information
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今
年
の
10
月
支
給
分
の
公
的

年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
）

か
ら
、
村
・
県
民
税
の
引
き
落

と
し
（
特
別
徴
収
制
度
）
が
始

ま
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
地

方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
公
的

年
金
受
給
者
の
納
税
の
便
宜
な

ど
を
図
る
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま

で
納
税
通
知
書
で
納
付
（
普
通

徴
収
）
さ
れ
て
い
た
年
金
所
得

に
係
る
村
・
県
民
税
を
公
的
年

金
か
ら
引
き
落
と
す
（
特
別
徴

収
）
も
の
で
す
。
公
的
年
金
を

受
給
し
て
い
る
65
歳
以
上
の
、

村
・
県
民
税
の
納
税
義
務
が
あ

る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
平
成
21
年
度
に
特
別
徴
収
の

対
象
と
な
る
人

　

20
年
に
公
的
年
金
を
受
給
し

て
い
る
、
21
年
４
月
１
日
時
点

で
65
歳
以
上
の
人

※
た
だ
し
、
左
記
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん

●
21
年
度
の
村
・
県
民
税
が
課

税
に
な
ら
な
い
人

●
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
受
給

額
の
年
額
が
18
万
円
未
満
の
場

合●
21
年
度
の
特
別
徴
収
対
象
税

額
が
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
受

給
額
の
年
額
を
超
え
る
場
合

●
非
課
税
年
金
（
老
齢
福
祉
・

遺
族
・
障
害
年
金
）
だ
け
を
受

給
し
て
い
る
人

■
特
別
徴
収
対
象
税
額

●
年
金
所
得
に
係
る
所
得
割
額

お
よ
び
均
等
割
額

●
年
金
所
得
と
そ
の
他
の
所
得

（
給
与
、営
業
、農
業
所
得
な
ど
）

が
あ
る
場
合
は
、
年
金
所
得
に

係
る
村
・
県
民
税
は
公
的
年
金

か
ら
特
別
徴
収
と
な
り
、
そ
の

他
の
所
得
に
係
る
村
・
県
民
税

は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

●
特
別
徴
収
の
開
始
後
▽
六
ヶ

所
村
外
へ
転
出
▽
税
額
の
変
更

▽
公
的
年
金
の
支
給
停
止
―
な

ど
が
発
生
し
た
場
合
は
、
特
別

徴
収
が
中
止
と
な
り
普
通
徴
収

と
な
り
ま
す
。

■
特
別
徴
収
方
法

　

21
年
度
は
10
月
か
ら
制
度
が

開
始
さ
れ
る
た
め
、
特
別
徴
収

対
象
税
額
の
２
分
の
１
を
６
・

８
月
に
納
税
通
知
書
で
納
付

（
普
通
徴
収
）
い
た
だ
き
、
残

り
は
10
・
12
・
２
月
支
給
分
の

年
金
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
（
特

別
徴
収
）
ま
す
。

　

22
年
度
以
降
は
、４
・
６
・
８
・

10
・
12
・
２
月
支
給
分
の
年
金

か
ら
引
き
落
と
さ
れ
（
特
別
徴

収
）
ま
す
。

■
21
年
度
に
特
別
徴
収
さ
れ
る

税
額
お
よ
び
公
的
年
金
の
種
類

　

21
年
６
月
に
送
付
さ
れ
た

「
平
成
21
年
度
村
民
税
・
県
民

税
納
税
通
知
書
兼
年
金
特
徴
税

額
通
知
書
」
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

最
近
、
飼
い
犬
の
放
し
飼
い

が
大
変
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
放
し
飼
い
は
ほ
か
の
飼
い

犬
や
人
に
危
害
を
加
え
る
危
険

性
が
あ
り
、
放
し
飼
い
に
な
っ

て
い
る
犬
が
野
生
化
す
る
と
、

畑
や
田
を
荒
ら
す
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
飼
い
犬
が
人
に
危
害

を
加
え
る
と
、
そ
の
犬
の
飼
い

主
が
傷
害
罪
な
ど
に
問
わ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

飼
い
主
の
皆
さ
ん
は
、
飼
い

犬
が
ほ
か
の
飼
い
犬
や
人
に
危

害
を
加
え
な
い
よ
う
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

村
・
県
民
税
の
公
的
年

金
か
ら
の
引
き
落
と
し

（
特
別
徴
収
制
度
）
が

始
ま
り
ま
す

　

土
器
作
り
・
火
お
こ
し
・

勾ま
が
た
ま玉
作
り
な
ど
を
通
し
て
、
縄

文
時
代
の
仮
想
の
生
活
を
体
験

し
ま
す
。 

 

■
期
日　

８
月
９
日
（
日
）
～

８
月
10
日
（
月
）（
１
泊
２

日
） 

 
 

■
対
象
・
定
員　

村
内
の
小
学

校
４
～
６
年
生　

10
人 

 

（
参
加
人
数
が
５
人
以
下
の
場
合

は
中
止
に
な
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
親
子
で
参
加
で

き
ま
す
が
、
宿
泊
は
子
ど
も
だ

け
で
す
。
10
日
の
昼
食
後
に
職

員
が
各
家
庭
へ
子
ど
も
を
送
迎

し
ま
す
）	 

■
参
加
料　

千
円
（
保
険
料
・

材
料
費
代
込
み
）  

 

※
保
険
制
度
以
外
の
補
償
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

■
服
装　

動
き
や
す
い
服
装

（
夜
間
は
冷
え
込
む
の
で
上
着

準
備
） 

 
 

 

■
各
自
で
準
備
す
る
も
の

　

着
替
え
・
洗
面
用
具
・
そ
の

ほ
か
必
要
な
も
の
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。（
虫
除
け
な
ど
） 

※
ゲ
ー
ム
機
・
カ
ー
ド
類
は
、

持
ち
込
み
不
可
。
テ
ン
ト
（
１

人
用
）・
寝
袋
は
当
館
に
あ
り
ま

す■
応
募
締
め
切
り　

７
月
31
日

（
金
）
＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り	

 
 

 

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス

担
当　

秋
田
・
高
橋 

 

■
参
加
上
の
注
意  

 

　

縄
文
体
験
で
は
、
石
器
作
り

な
ど
で
手
を
切
ら
な
い
よ
う
注

意
が
必
要
で
す

 
 

 

 　

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な

ど
を
受
け
て
い
た
人
が
平
成
17

年
４
月
１
日
か
ら
21
年
３
月
31

日
の
間
に
亡
く
な
る
な
ど
、
21

年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶

助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
の
受
給

権
者
が
い
な
い
場
合
、
第
９
回

特
別
弔
慰
金
と
し
て
額
面
24
万

円
、
６
年
償
還
の
記
名
国
債
が

支
給
さ
れ
ま
す
。  

六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

飼
い
犬
の
マ
ナ
ー
に
つ
い

て

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ

れ
ま
す

問
税
務
課　

住
民
税
係

☎
０
１
７
５
―
72
―
２
１
１
１
（
内
１
２
５
）

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
―
72
―
２
１
１
１
（
内
１
４
９
）

縄
文
人
の
生
活
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か

―
縄
文
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集
―

問
六
ヶ
所
村
立
郷
土
館

☎
０
１
７
５
―
72
―
２
３
０
６

FAX
０
１
７
５
―
72
―
２
３
０
７

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
―
72
―
２
１
１
１
（
内
１
３
２
）

能
のと

登　心
みう

生（一成） 　泊

三
みうら

浦　心
ここは

春　（力） 千歳

田
たなか

中　陽
はると

斗（裕司）尾駮レイクタウン

中
なかむら

村　実
みゆ

優（真士）尾駮レイクタウン

川
かわむかい

向　真
まこと

琴（智則）尾駮レイクタウン

坂
さかい

井　優
ゆうな

菜（秀司） 　泊

六ヶ所村の人口
（5 月 31 日現在）

区分 人口 前月比

男 5,955 ＋ 2
女 5,328 ＋ 4
計 11,283 ＋ 6

世帯数 4,409 ＋ 10

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

岩渕　　裕　　尾駮レイクタウン

大澤　恵理　　尾駮レイクタウン

中村　直人       中志

小泉　　睦       千歳平

ご結婚おめでとう

お悔やみ申し上げます
田村　とみ　　82 才   室ノ久保

三上　キヌヱ　93 才   倉内

相内　勇次郎　76 才    泊

品川　義光　　67 才   出戸

田中　儀策　　87 才   倉内

山田　久徳　　52 才   泊 

村井　ミツ　　81 才   出戸

滝口　キイ　　84 才   泊

中村　周作　　87 才   出戸

相内　ふみ　　92 才   倉内

沼山　松三郎　86 才   室ノ久保

石久保　源藏　74 才   富ノ沢 

5 月届け出分。届け出時に、本誌への掲
載を希望した人だけ載せています。

問住民課　☎ 0175-72-2111（内 118）

戸籍の窓

Information Square

講座内容 所要時間（目安） 材料費 備　考
編布（アンギン）作り ２時間 無料 コースター・しおり

火おこし １時間 無料

染め物
２時間 100円 ハンカチ

３時間 500円 のれん（小）

勾
まがたま

玉作り ２時間 200円

陶芸 200円 コーヒーカップ

印作り ２時間 200円

■期日　８月５日（水）～９日（日）（５日間）  
■場所　六ケ所村立郷土館（資料整理室）   
■定員　午前の部　10 時～ 12 時　対応可能人数 5 人  　
　　    　午後の部　1 時～ 3 時　　 対応可能人数 5 人 
■応募締め切り　随時、準備の都合上、２日前までに申し込んでくださ
い 
■申込方法　電話またはファクス
問村立郷土館　担当　秋田、高橋
☎ 0175-72-2306　Fax0175-72-2307 

郷土館講座に参加しませんか

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
野
辺
地

か
ら
の
お
知
ら
せ

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
野
辺
地

☎
０
１
７
５
―
64
―
８
６
０
９

■
対
象
と
な
る
遺
族
は
、
次
の

順
番
の
先
順
位
の
遺
族
一
人
で

す
。 

 
 

❶
平
成
21
年
４
月
１
日
ま
で
に

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

取
得
し
た
人 

 
 

❷
戦
没
者
の
子

❸
戦
没
者
な
ど
の
①
父
母
、
②

孫
、
③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉

妹 
 

 

　

戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
の

あ
っ
た
人
の
う
ち
21
年
４
月
１

日
に
お
い
て
婚
姻
し
て
い
た
と

し
て
も
氏
が
変
わ
っ
て
い
な
い

人
ま
た
は
同
日
に
遺
族
以
外
の

人
と
養
子
縁
組
を
し
て
い
な
い

人
に
限
り
ま
す
。

❹
右
記
❸
以
外
の
戦
没
者
な
ど

の
①
父
母
、
②
孫
、
③
祖
父
母
、

④
兄
弟
姉
妹 

 

※
戦
没
者
と
生
計
関
係
が
あ
っ

た
が
上
記
❸
に
該
当
し
な
い

人
。 

 

❺
上
記
❶
か
ら
❹
以
外
の
戦

没
者
な
ど
の
三
親
等
内
の
親

族 ※
戦
没
者
の
死
亡
ま
で
引
き
続

き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
の
あ

っ
た
人
に
限
り
ま
す
。

■
請
求
期
間　

21
年
４
月
１
日

か
ら
24
年
４
月
２
日
ま
で 

 

　

請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
時
効

に
よ
り
権
利
が
消
滅
し
、
特
別

弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
請
求
漏
れ

の
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
請
求
窓
口　

役
場
福
祉
課　

担
当　

橋
本 

 
 

 

■
雇
用
保
険
制
度
改
正

　

厳
し
い
雇
用
失
業
情
勢
を
踏

ま
え
、
雇
用
保
険
制
度
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
お
よ
び

失
業
し
た
人
に
対
す
る
再
就
職

支
援
機
能
が
強
化
さ
れ
ま
し

た
。

　

詳
し
く
は
、
野
辺
地
公
共
職

業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
野

辺
地
）に
た
ず
ね
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
改
正
内
容
に
つ
い
て

は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
お
い
て
も
確
認
で
き
ま
す
。

h
ttp

:/
/

w
w

w
.m

h
lw

.
g

o
.jp

/b
u

n
y

a
/k

o
y

o
u

/
koyouhoken.htm

l
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青
森
県
少
年
サ
ッ
カ
ー
大

会
な
ど
各
種
大
会
で
活
躍
を

見
せ
て
い
る
「
六
ケ
所
Ｆ

Ｃ
」（
中
村
憲
光
代
表
、
舘

花
杏
汰
キ
ャ
プ
テ
ン
、
団
員

49
人
）。
２
０
０
６
（
平
成

18
）
年
、「
泊
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
」
と
「
尾
駮
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
」
両
チ
ー
ム
の
指
導

員
・
団
員
不
足
を
解
消
す
る

た
め
に
統
合
、新
た
に「
六
ヶ

所
Ｆ
Ｃ
」と
し
て
発
足
し
た
。

　

団
員
を
構
成
す
る
の
は
、

尾
駮
小
と
泊
小
の
２
年
生
以

上
の
児
童
。
普
段
は
学
校
別

に
練
習
を
し
て
い
る
が
、
毎

週
水
・
金
曜
に
大
石
総
合
運

動
公
園
で
合
同
練
習
を
積
ん

で
い
る
。

　

舘
花
キ
ャ
プ
テ
ン
は
「
泊

だ
け
の
と
き
は
、
人
数
が
少

な
く
て
思
う
よ
う
に
練
習
が

で
き
な
か
っ
た
。
一
緒
に

な
っ
て
か
ら
は
中
村
コ
ー
チ

の
丁
寧
な
指
導
の
も
と
で
、

い
ろ
ん
な
練
習
が
で
き
て
う

れ
し
い
」
と
に
っ
こ
り
。

　

発
足
後
の
活
躍
は
め
ざ
ま

し
く
、
県
少
年
サ
ッ
カ
ー
大

会
や
Ｕ
―
10
フ
ッ
ト
サ
ル
大

会
な
ど
で
常
勝
す
る
チ
ー
ム

に
成
長
。
昨
年
11
月
に
は
、

Ｕ
―
10
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会

で
県
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ

た
。
今
年
の
目
標
は
、
県
少

年
サ
ッ
カ
ー
大
会
な
ど
11
人

制
の
試
合
で
優
勝
す
る
こ

と
。
ほ
ぼ
毎
週
末
に
行
わ
れ

る
試
合
で
ぐ
ん
ぐ
ん
と
力
を

つ
け
て
お
り
、
今
年
も
活
躍

を
期
待
で
き
そ
う
だ
。

　

統
合
前
は
、
お
互
い
が
ラ

イ
バ
ル
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち

だ
が
、
す
ぐ
打
ち
解
け
た
。

「
対
戦
相
手
の
チ
ー
ム
か
ら

は
、
楽
し
そ
う
に
ゲ
ー
ム
を

し
て
い
る
ね
、
と
よ
く
言
わ

れ
る
ん
で
す
」
と
話
す
中
村

代
表
。
勝
っ
た
と
き
は
互
い

の
健
闘
を
た
た
え
合
い
、
負

け
た
と
き
は
徹
底
的
に
問
題

点
を
話
し
合
う
。
自
主
練
習

で
は
、
６
年
生
の
団
員
た
ち

が
積
極
的
に
チ
ー
ム
を
束

ね
、
練
習
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考

え
る
な
ど
、
チ
ー
ム
内
の
息

は
ぴ
っ
た
り
。

　
「
子
ど
も
た
ち
は
責
任
感

が
出
て
き
て
、
た
く
ま
し
く

な
っ
た
み
た
い
」
と
、
同
泊

育
成
会
長
の
舘
花
典
子
さ

ん
。「
大
人
に
な
っ
て
も
サ
ッ

カ
ー
を
続
け
、
村
の
サ
ッ

カ
ー
を
盛
り
上
げ
て
ほ
し

い
」
と
指
導
に
協
力
す
る
同

Ｆ
Ｃ
後
援
会
尾
駮
支
部
長
の

秋
戸
貴
公
さ
ん
と
共
に
、
団

員
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
、
保
護

者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
気
を
配
る
。
こ
の
良
好

な
雰
囲
気
づ
く
り
が
チ
ー
ム

の
活
躍
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　

一
方
で
、「
六
ヶ
所
村
旅

客
運
送
事
業
協
同
組
合
」が
、

同
Ｆ
Ｃ
を
支
え
て
い
る
。
同

組
合
を
組
織
す
る
４
社
が
、

バ
ス
で
団
員
た
ち
を
練
習
場

の
大
石
総
合
運
動
公
園
へ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
送
迎
し
て
い

る
。

　

代
表
の
田
村
七
郎
さ
ん

は
「
泊
の
保
護
者
の
皆
さ
ん

が
、
子
ど
も
た
ち
の
送
迎
に

苦
慮
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
聞
い
て
…
。
わ
た
し
た
ち

の
仕
事
で
協
力
で
き
る
な
ら

と
思
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
の

活
躍
を
見
る
楽
し
み
が
増
え

た
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　

攻
撃
力
と
守
備
力
が
自

慢
。
大
人
た
ち
の
支
え
と
期

待
を
背
に
受
け
、
元
気
い
っ

ぱ
い
に
ボ
ー
ル
を
追
う
。

六
ヶ
所
Ｆ
Ｃ
の
今
後
の
活
躍

に
注
目
だ
。

５・６年生の団員たち。六ヶ所ＦＣの中心として、チームを引っ張る

チ
ー
ム
の
活
躍
支
え
る
、
思
い
と
チ
カ
ラ

六
ヶ
所
Ｆ
Ｃ　

六
ヶ
所
村
旅
客
運
送
事
業
協
同
組
合

２
０
０
６
年
に
泊
・
尾
駮
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
統
合
、

新
た
な
可
能
性
を
広
げ
た
「
六
ケ
所
Ｆ
Ｃ
］。

自
慢
の
攻
撃
力
と
安
定
し
た
守
備
力
を
武
器
に
、

「
青
森
県
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
」
優
勝
を
目
指
す
。

Hot
Corner

round 9

頑張る六ヶ所の人たちの
ホットな情報を紹介

村旅客運送事業協同
組合代表の田村さん

（左から）六ヶ所ＦＣ後援会尾駮支部長の秋戸さ
ん、中村代表、同ＦＣ泊育成会会長の舘花さん

　雨の季節を象徴す
る花といえばアジサ
イです。
　青紫色のつつまし
やかな花には、なぜ
か雨がピッタリ似合います。
　関東、中部・近畿を中心に、園芸用とし
て広く栽培されており、日本各地に数々の
名所があります。
　アジサイは日本原産の花で、品種が多く、
大きく分けると「日本アジサイ」と「西洋
アジサイ」の 2 種類に分けられ、中国を経
て西洋に伝わり、品種改良されたものが、
西洋アジサイであるとされています。
　アジサイは、その母種である「ガクアジ
サイ」と違って結実しません。花に見える
ものは萼

がくへん

片で、本当の花弁はその中の小さ
な点のような部分です。
　アジサイの名前の由来は、青い花が集まっ
て咲くことから、「集（あづ）真（さ）藍（あ
い）」が転

て ん か

訛したものと言われています。
　また、中国では、アジサイに「八仙花」
の字が当てられており、唐の詩人・白居易
が別の花に「紫陽花」の字を当てたものを、
平安時代から誤用したことにより「紫陽花」
の字を用いるようになったようです。
　アジサイは、その形状から「よひらのはな」
として万葉集に歌われていますが、別名「七
変化」とも呼ばれ、開花から日数を経過す
ると、始めは青かった花も次第に赤みがかっ
てきます。
　また、リトマス試験紙とは逆に、酸性土
壌では青みが強く、アルカリ性土壌では紅
色が強くなると言われていますが、花に含
まれるアントシアニンなどの発色に関係す
る補助色素や土壌に含まれるアルミニウム
の量によっても影響を受けるそうです。

 村のスケジュール7 月  風物あれこれ㉖ 

紫
ア ジ サ イ

陽花

先月号 4ページ「たのしむべ！フェスティバル」の記事で、司会の ”うっちゃん ” こと内山千早さんの名前を、内村千早さん
と誤記。謝罪に対して内山さんから「どうせなら、福山雅治に間違ってくれたらよかったのに（笑）」とのことばが。ユーモ
アの中にある気遣いに感激しました。内山さんすみませんでした。そして、ありがとうございました▽名前の誤記は、広報づ
くりの上で最も失礼なこと。もっと気を引き締めて取り組みます▽ 6月 13 日、郷土館歴史散歩「吹越烏帽子岳登山」に参加。
くもりの中での登山でしたが、山頂に着くと青空が広がりました。木々の緑、太平洋、尾駮沼、鷹架沼などの水の風景。。山
頂からの眺めは最高でした（円子）

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

日・曜 行事名 時　間 場　所

1 水 婦人健診 受付 11:00 ～ 12:45 保健相談センター
2 木 婦人健診 受付 11:00 ～ 12:45 保健相談センター

３ 金
婦人健診 受付 11:00 ～ 12:45 保健相談センター
NHKラジオ「ふるさと自慢うた自慢」 17：40 ～ ス ワ ニ ー

４ 土
５ 日
６ 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

7 火
6カ月児健診 受付 9:30 ～ 9:45 保健相談センター
1歳 6カ月児健診　 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

8 水 フラダンス教室 10：00 ～ 11：30 ス ワ ニ ー
９ 木

10 金
カンガルー教室〈抱っこ法〉 受付 9:30 ～ 10:00 保健相談センター
ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター
ヨガ教室 14：00 ～ ス ワ ニ ー

11 土 ヨガ教室 14：00 ～ ス ワ ニ ー
12 日
13 月 スワニー・郷土館・図書館休館日
14 火
15 水 栄養教室、リンパマッサージ 10：00 ～ 14：00 千 歳 平 公 民 館

16 木
1歳児健診 受付 9:30 ～ 9:45 保健相談センター
4カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

17 金
カンガルー教室 受付 9:30 ～ 10:00 保健相談センター
ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

18 土
19 日
20 月

21 火
ワッ歯ッ歯ッ ! むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター
3歳児健診　 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター
スワニー・郷土館・図書館休館日

22 水
婦人健診 受付 11:45 ～ 12:45 千 歳 平 公 民 館
フラダンス教室 10：00 ～ 11：30 ス ワ ニ ー

23 木 婦人健診 受付 11:45 ～ 12:45 千歳平公民館

24 金
現地親子指導　コミュニティーサポート・ステップ 10：00 ～ 12：00 保健相談センター
栄養教室、リンパマッサージ 10：00 ～ 14：00 老人福祉センター

25 土
26 日

27 月
5歳児発達相談会　 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター
スワニー・郷土館・図書館休館日

28 火

29 水
乳幼児相談 受付 9:30 ～ 9:45 保健相談センター
2歳児歯科健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

30 木
カンガルー教室〈親子ビクス〉 受付 9:30 ～ 10:00 保健相談センター
ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 受付 13:00 ～ 15:00 保健相談センター

31 金
栄養教室、リンパマッサージ 10：00 ～ 14：00 泊 公 民 館
ガラス越しの音楽会17th　棟方真央ピアノリサイタル 17：30 ～ ス ワ ニ ー
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六ヶ所村、東北町、三沢市にまたがる小
お が わ ら こ

川原湖。
広大な湖を往来するため、倉内と東北町沼崎を結ぶ定期船が30 数年前まで就航していたという。
豊かな水源は、遠くにけむる八甲田山系の恵み。
小川原湖から太平洋へと、ゆったり流れる高瀬川。
それらは、ウナギ、シラウオ、ワカサギ、シジミ貝などの豊富な水産物をはぐくみ、
古くから漁業を営む村人たちに、その恩恵を与え続けている。

広
報

ろ
っ

か
し

ょ

1_ 面積 63 平方キロメートル、周囲 67 キロメートル。国内で 11 番目、県内で最
大の広さを誇る。3 千年ほど前に、入り江の一部の海面低下と湾口の砂丘の発達
により形成された海

かいせき

跡湖
2_ 朝日をあびて赤く染まる高瀬川の流れ。漁夫のシルエットが浮かぶ
3_ 朝霧の中にひっそりと佇

たたず

むマテ小屋。小川原湖はさまざまな朝の表情を見せ
てくれる

伝えたい、六ヶ所の風景。　　　

小川原湖

１

２ 3


